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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティングデバイスであって、
　上平面を含むベース部を備え、前記上平面は当該上平面に含まれかつ当該上平面に沿っ
て設けられている入力デバイス領域を有し、前記ベース部は立設ガイドを含み、前記立設
ガイドは当該立設ガイドの側面から部分的に入り込んだスロットを有し、前記スロットの
深さは前記立設ガイドの厚みより浅く、
　前記ベース部に動作可能に結合され、かつディスプレイを含むディスプレイ部をさらに
備え、前記ディスプレイ部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域上を前記立設ガイド
に沿って摺動可能に移動するように構成されており、前記ディスプレイは、前記コンピュ
ーティングデバイスがタブレット形状構成にあり、前記ディスプレイ部の主要面が前記ベ
ース部の主要面に対して実質的に平行であるときに、前記ベース部から外側の第１の方向
に向く可視面を含み、前記ディスプレイ部は、前記コンピューティングデバイスが前記タ
ブレット形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域を被覆するように構成され、
　前記コンピューティングデバイスが閉じた形状構成にあり、前記ディスプレイ部の前記
主要面が前記ベース部の前記主要面に対して実質的に平行であるとき、前記ディスプレイ
の前記可視面は、前記ベース部に向かう第２の方向に向き、前記ディスプレイ部は、前記
コンピューティングデバイスが前記閉じた形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域を
被覆するように構成され、
　前記コンピューティングデバイスの前記ディスプレイの前記可視面は、前記コンピュー
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ティングデバイスがイーゼル形状構成またはラップトップ形状構成にあるとき、前記ベー
ス部の前記主要面に対して平行でない回転位置を含み、前記ディスプレイ部は、前記コン
ピューティングデバイスが前記イーゼル形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に近
接して配置される底部を含み、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記コンピューティン
グデバイスが前記ラップトップ形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に対して遠位
に配置され、
　前記ディスプレイはタッチセンサ式ディスプレイを含み、前記コンピューティングデバ
イスが前記イーゼル形状構成から前記ラップトップ形状構成になったときに、前記入力デ
バイス領域は起動され、かつ、前記タッチセンサ式ディスプレイは停止され、
　前記コンピューティングデバイスが前記ラップトップ形状構成から前記イーゼル形状構
成になったときに、前記タッチセンサ式ディスプレイは起動され、かつ、前記入力デバイ
ス領域は停止される、コンピューティングデバイス。
【請求項２】
　前記立設ガイドは、第１のガイドおよび第２のガイドを含む、複数のガイドを含み、前
記ディスプレイ部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域上を、前記第１のガイドおよ
び前記第２のガイドに沿って摺動可能に移動するように構成される、請求項１に記載のコ
ンピューティングデバイス。
【請求項３】
　前記底部は、前記立設ガイドに動作可能に結合され、かつ前記立設ガイドに沿って摺動
可能に移動して、前記コンピューティングデバイスを前記タブレット形状構成と前記閉じ
た形状構成との間で移動させるように構成された底部を含む、請求項１または請求項２に
記載のコンピューティングデバイス。
【請求項４】
　前記底部は、前記コンピューティングデバイスが前記タブレット形状構成と前記閉じた
形状構成との間で移動されるときに、前記ベース部の前記入力デバイス領域上を、前記デ
ィスプレイ部が中心として回転する軸に対して直交する並進方向に、摺動可能に移動する
ように構成されている、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のコンピューティング
デバイス。
【請求項５】
　前記入力デバイス領域は、前記コンピューティングデバイスがラップトップ形状構成に
あるときに露出し、
　前記入力デバイス領域は、前記コンピューティングデバイスが前記タブレット形状構成
および前記閉じた形状構成にあるときに停止された状態にあり、
　前記入力デバイス領域は、前記コンピューティングデバイスが前記ラップトップ形状構
成にあるときに起動された状態にある、請求項１～請求項４のいずれか１項に記載のコン
ピューティングデバイス。
【請求項６】
　前記ディスプレイ部の底部および前記立設ガイドに動作可能に結合された接合具をさら
に備え、前記ディスプレイ部は、前記接合具を貫通する軸を中心に回転するように構成さ
れ、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域上を、前記
軸に対して実質的に直交する並進方向に、前記立設ガイドに沿って摺動可能に移動するよ
うに構成される、請求項１～請求項５のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイ
ス。
【請求項７】
　前記底部は、前記立設ガイドに沿って摺動可能に移動して、前記コンピューティングデ
バイスを前記タブレット形状構成と前記閉じた形状構成との間で移動させるように構成さ
れており、
　前記ディスプレイ部は、前記立設ガイドの長手方向の軸に対して実質的に直交する軸を
中心に回転して、前記コンピューティングデバイスを、前記タブレット形状構成から、ま
たは前記閉じた形状構成から、ラップトップ形状構成に、またはイーゼル形状構成に移動
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させるように構成される、請求項１～請求項６のいずれか１項に記載のコンピューティン
グデバイス。
【請求項８】
　前記ディスプレイ部は、ヒンジ部を含み、前記ディスプレイ部の前記ヒンジ部は、前記
コンピューティングデバイスが前記タブレット形状構成にあるとき、前記入力デバイス領
域に近接して配置され、前記ディスプレイ部の前記ヒンジ部は、前記コンピューティング
デバイスが前記閉じた形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に対して遠位に配置さ
れる、請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項９】
　前記ディスプレイ部は、並進されるように構成され、それにより、前記コンピューティ
ングデバイスの前記タブレット形状構成から部分的なタブレット形状構成に、前記ディス
プレイ部が移動されたときに、前記入力デバイス領域の少なくとも一部分が露出し、前記
ディスプレイの前記可視面は、前記コンピューティングデバイスが前記部分的なタブレッ
ト形状構成にあるとき、前記ベース部から外側の前記第１の方向を向く、請求項１～請求
項８のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１０】
　前記ディスプレイ部に動作可能に結合され、かつ前記ベース部に、前記立設ガイドを介
して動作可能に結合された接合具をさらに備え、前記底部は、前記接合具を使用して、前
記立設ガイドに沿って摺動可能に移動して、前記コンピューティングデバイスを前記タブ
レット形状構成と前記閉じた形状構成との間で移動させるように構成されており、前記接
合具は、前記立設ガイドに沿って第１の位置に取り外し可能に固定されるように、かつ、
前記立設ガイドに沿って第２の位置に取り外し可能に固定されるように構成される、請求
項１～請求項９のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１１】
　前記コンピューティングデバイスは、ヒンジ部を中心に回転するように構成され、それ
により、前記コンピューティングデバイスの前記ディスプレイの前記可視面は、底部が前
記入力デバイス領域に対して遠位であるとき、および前記底部が前記入力デバイス領域に
近接しているときに、前記ベース部の前記主要面に対して実質的に平行である回転位置を
有する、請求項１～請求項１０のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１２】
　コンピューティングデバイスのベース部に含まれた入力デバイス領域の側方にある立設
ガイドの部分に沿って含まれたセンサからの信号に応答して、前記コンピューティングデ
バイスがラップトップ形状構成からタブレット形状構成に移動されたことを検知すること
を含み、
　前記ベース部は上平面を含み、前記上平面は前記入力デバイス領域を含み、前記入力デ
バイス領域は前記上平面に含まれかつ当該上平面に沿って設けられており、前記立設ガイ
ドは当該立設ガイドの側面から部分的に入り込んだスロットを有し、前記スロットの深さ
は前記立設ガイドの厚みより浅く、
　前記コンピューティングデバイスは、前記コンピューティングデバイスが前記ラップト
ップ形状構成にあるとき、前記コンピューティングデバイスの前記ベース部に沿って位置
合わせされた面に対して平行でない可視面を有するディスプレイ部を有し、前記コンピュ
ーティングデバイスの前記ディスプレイ部は、前記コンピューティングデバイスが前記ラ
ップトップ形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に対して遠位の底部を有し、
　前記コンピューティングデバイスが前記タブレット形状構成にあるとき、前記ディスプ
レイ部の前記底部は、前記入力デバイス領域に近接しており、前記可視面は、前記コンピ
ューティングデバイスの前記ベース部に沿って位置合わせされた前記面に対して平行であ
り、
　前記コンピューティングデバイスの前記ディスプレイ部の前記可視面は、前記コンピュ
ーティングデバイスがイーゼル形状構成またはラップトップ形状構成にあるとき、前記ベ
ース部の主要面に対して平行でない回転位置を含み、前記ディスプレイ部は、前記コンピ
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ューティングデバイスが前記イーゼル形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に近接
して配置される底部を含み、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記コンピューティング
デバイスが前記ラップトップ形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に対して遠位に
配置され、
　前記コンピューティングデバイスが、前記ラップトップ形状構成から前記タブレット形
状構成に変わることに応答して、前記入力デバイス領域に含まれている入力デバイスの起
動状態を変更することとをさらに含み、
　前記ディスプレイ部はタッチセンサ式ディスプレイを含み、前記コンピューティングデ
バイスが前記イーゼル形状構成から前記ラップトップ形状構成になったときに、前記入力
デバイス領域は起動され、かつ、前記タッチセンサ式ディスプレイは停止され、
　前記コンピューティングデバイスが前記ラップトップ形状構成から前記イーゼル形状構
成になったときに、前記タッチセンサ式ディスプレイは起動され、かつ、前記入力デバイ
ス領域は停止される、方法。
【請求項１３】
　前記センサは、第１のセンサであり、前記方法は、
　前記第１のセンサまたは第２のセンサのうちの少なくとも１つからの信号に応答して、
前記コンピューティングデバイスが、前記タブレット形状構成から閉じた形状構成に移動
したことを検知することをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記入力デバイスは第１の入力デバイスであり、前記センサは、第１のセンサであり、
　前記方法は、
　前記第１のセンサまたは第２のセンサのうちの少なくとも１つからの信号に応答して、
前記コンピューティングデバイスが前記タブレット形状構成からイーゼル形状構成に移動
したことを検知することをさらに含み、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記コンピュ
ーティングデバイスが前記イーゼル形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に近接し
て配置され、前記コンピューティングデバイスの前記ディスプレイ部の前記可視面は、前
記コンピューティングデバイスが前記イーゼル形状構成にあるとき、前記ベース部に沿っ
て位置合わせされた前記面に対して平行でない回転位置を有し、
　前記コンピューティングデバイスが、前記タブレット形状構成から前記イーゼル形状構
成に移動することに応答して、前記入力デバイス領域に含まれている第２の入力デバイス
の起動状態を変更することをさらに含む、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　コンピューティングデバイスであって、
　入力デバイス領域を含む、ベース部と、
　前記ベース部の上平面に設けられた第１の立設ガイドとを備え、前記第１の立設ガイド
は当該第１の立設ガイドの側面から部分的に入り込んだスロットを有し、前記スロットの
深さは前記第１の立設ガイドの厚みより浅く、
　前記ベース部上に設けられた第２のガイドをさらに備え、前記入力デバイス領域は前記
第１の立設ガイドと前記第２のガイドの間に挿入されており、
　ディスプレイを含み、かつ前記ベース部にヒンジを介して結合された底部を有するディ
スプレイ部を備え、前記ディスプレイ部は、前記ヒンジを使用して軸を中心に回転するよ
うに構成され、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域
上を、前記軸に対して直交する並進方向に、前記ガイドに沿って摺動可能に移動するよう
に構成されており、
　前記ディスプレイ部は、前記コンピューティングデバイスが、前記入力デバイス領域上
を、ラップトップ形状構成からイーゼル形状構成に、並進方向に移動されるとき、前記ベ
ース部に沿って位置合わせされた面に平行でない回転位置を含み、前記ディスプレイ部の
前記底部は、前記コンピューティングデバイスが前記イーゼル形状構成にあるとき、前記
入力デバイス領域に近接して配置され、前記ディスプレイ部の前記底部は、前記コンピュ
ーティングデバイスが前記ラップトップ形状構成にあるとき、前記入力デバイス領域に対
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して遠位に配置され、
　前記ディスプレイはタッチセンサ式ディスプレイを含み、前記コンピューティングデバ
イスが前記イーゼル形状構成から前記ラップトップ形状構成になったときに、前記入力デ
バイス領域は起動され、かつ、前記タッチセンサ式ディスプレイは停止され、
　前記コンピューティングデバイスが前記ラップトップ形状構成から前記イーゼル形状構
成になったときに、前記タッチセンサ式ディスプレイは起動され、かつ、前記入力デバイ
ス領域は停止される、コンピューティングデバイス。
【請求項１６】
　前記ベース部上に配設された第１のブロック部と第２のブロック部とをさらに備え、前
記第１のブロック部と前記第２のブロック部との間に、前記入力デバイス領域が介在し、
前記第１のガイドが前記第１のブロック部に含まれ、前記第２のガイドが前記第２のブロ
ック部に含まれる、請求項１５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１７】
　前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域に対して遠位
の第１の位置から、前記ベース部の前記入力デバイス領域に近接する第２の位置に、前記
軸に対して直交する並進方向に移動するように構成される、請求項１５または１６に記載
のコンピューティングデバイス。
【請求項１８】
　前記ディスプレイ部は、前記ディスプレイ部の前記底部が、前記ベース部に含まれた前
記入力デバイス領域上に配設されるとき、前記ヒンジを使用して前記軸を中心に回転する
ように構成される、請求項１５～１７のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイ
ス。
【請求項１９】
　前記ディスプレイ部の前記ディスプレイは、前記コンピューティングデバイスがタブレ
ット形状構成にあるときに露出する可視面を有し、前記ディスプレイ部は、前記コンピュ
ーティングデバイスが前記タブレット形状構成にあるとき、前記ベース部に対して実質的
に平行である、請求項１５～１８のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２０】
　前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ディスプレイの可視面が、前記入力デバイス領
域の表面に沿って位置合わせされた面に対して平行でない面に含まれているとき、前記入
力デバイス領域上を、摺動可能に移動するように構成され、
　前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ディスプレイの前記可視面が、前記入力デバイ
ス領域の前記表面に沿って位置合わせされた前記面に対して平行でない面に沿って位置合
わせされているとき、前記入力デバイス領域上を、摺動可能に移動するように構成される
、請求項１５～１９のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２１】
　前記ディスプレイ部は、回転第１位置から回転第２位置に回転するように構成され、
　前記ディスプレイ部は、前記回転第１位置にあるときに、前記ベース部に含まれた前記
入力デバイス領域を被覆するように構成され、前記ディスプレイは、前記ディスプレイ部
が前記回転第１位置にあるときに、前記入力デバイス領域に対向する方向を向く可視面を
有し、
　前記ディスプレイ部は、前記回転第２位置にあるときに、前記ベース部に含まれた前記
入力デバイス領域を露出するように構成される、請求項１５～２０のいずれか１項に記載
のコンピューティングデバイス。
【請求項２２】
　前記入力デバイス領域は、前記ガイドに対して定位置にあり、前記ガイドは、前記軸に
対して直交する線に沿って位置合わせされる、請求項１５～２１のいずれか１項に記載の
コンピューティングデバイス。
【請求項２３】
　前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域に対して遠位
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の第１の並進位置から、前記ベース部の前記入力デバイス領域に近接する第２の並進位置
に、前記軸に対して直交する並進方向に移動するように構成され、
　前記ディスプレイ部は、前記第１の並進位置にあるときに、前記軸を中心に回転するよ
うに構成され、かつ前記第２の並進位置にあるときに、前記軸を中心に回転するように構
成される、請求項１５～２２のいずれか１項に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２４】
　前記ディスプレイ部の前記底部は、前記ベース部の前記入力デバイス領域に対して遠位
の、第１の取り外し可能で固定可能な位置から、前記ベース部の前記入力デバイス領域に
近接する、第２の取り外し可能で固定可能な位置に、前記軸に対して直交する並進方向に
移動するように構成される、請求項１５～２３のいずれか１項に記載のコンピューティン
グデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１０年１２月２８日に出願された、米国特許出願第１２／９７９，５８
８号の継続出願であり、かつその優先権を主張するものであり、その開示は、参照により
本明細書においてその全体が組み込まれる。
【０００２】
　この記述は、コンピューティングデバイスの可動ディスプレイ部に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの知られているコンピューティングデバイスは、ユーザがそれを通じて、コンピュ
ーティングデバイスの１つ以上の機能をやりとりする（例えば、トリガする）ことのでき
る、いくつかの機構を有し得る。例えば、ユーザがそれを通じて、コンピューティングデ
バイスとやりとりして、１つ以上のコンピューティング機能を果たすことのできる、キー
ボード、マウスデバイス、タッチスクリーンディスプレイおよび／または類似のもの等の
ような、ユーザ入力デバイスは、コンピューティングデバイスに接続され得る、かつ／あ
るいはコンピューティングデバイスに組み込まれ得る。しかしながら、これらのユーザ入
力デバイスは、使用するのに扱いにくい場合がある、ならびに／あるいは、望ましい速度
で、正確性のレベルで、および／または望ましい効果を伴った、結果を生み出さない場合
がある。
【発明の概要】
【０００４】
　１つの一般的な態様において、コンピューティングデバイスは、キーボードを含むベー
ス部、およびベース部に含まれたガイドを含むことができる。コンピューティングデバイ
スはまた、ディスプレイを含み、かつヒンジを介してベース部に結合された底部を有する
、ディスプレイ部を含むことができる。ディスプレイ部は、ヒンジを使用して軸を中心に
回転するように構成することができる。ディスプレイ部の底部は、ベース部のキーボード
上を、軸に対して直交する並進方向に、ガイドに沿って摺動可能に移動するように構成す
ることができる。
【０００５】
　別の一般的な態様において、方法には、コンピューティングデバイスが、ラップトップ
形状構成からタブレット形状構成に移動したことを判定することが含まれてもよい。コン
ピューティングデバイスは、コンピューティングデバイスがラップトップ形状構成にある
とき、コンピューティングデバイスのベース部に沿って位置合わせされた面に平行でない
可視面を有するディスプレイ部を有することができる。コンピューティングデバイスのデ
ィスプレイ部は、コンピューティングデバイスがラップトップ形状構成にあるとき、入力
デバイス領域に対して遠位の底部を有することができる。ディスプレイ部の底部は、コン
ピューティングデバイスがタブレット形状構成にあるとき、入力デバイス領域に近接して
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いてよく、可視面は、コンピューティングデバイスのベース部に沿って位置合わせされた
面に対して平行であってよい。本方法にはまた、コンピューティングデバイスがラップト
ップ形状構成からタブレット形状構成に変わることに応答して、入力デバイス領域に含ま
れている入力デバイスの起動状態を変更することが含まれてもよい。
【０００６】
　さらなる別の一般的な態様において、コンピューティングデバイスは、キーボードを含
むベース部と、ベース部に動作可能に結合され、かつディスプレイを含むディスプレイ部
とを含むことができる。ディスプレイは、コンピューティングデバイスがタブレット形状
構成にあり、ディスプレイ部の主要面がベース部の主要面に対して実質的に平行であると
き、ベース部から外側の第１の方向を向く可視面を含むことができる。ディスプレイ部は
、コンピューティングデバイスがタブレット形状構成にあるとき、キーボードを被覆する
ように構成することができる。ディスプレイの可視面は、コンピューティングデバイスが
閉じた形状構成にあり、ディスプレイ部の主要面がベース部の主要面に対して実質的に平
行であるとき、ベース部に向かう第２の方向に向いてよい。ディスプレイ部は、コンピュ
ーティングデバイスが閉じた形状構成にあるとき、キーボードを被覆するように構成する
ことができる。
【０００７】
　１つ以上の実施の詳細は、添付の図面および以下の説明に記載される。他の特徴は、説
明および図面から、ならびに特許請求の範囲から明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ベース部に対して移動するように構成されたディスプレイ部を有するコンピュー
ティングデバイスの図である。
【図２Ａ】ベース部と、ベース部に動作可能に結合されたディスプレイ部とを含むコンピ
ューティングデバイスを例示する図である。
【図２Ｂ】タブレット形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティングデバイ
スを例示する図である。
【図２Ｃ】ラップトップ形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティングデバ
イスを例示するブロック図である。
【図２Ｄ】別のラップトップ形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティング
デバイスを例示するブロック図である。
【図２Ｅ】閉じた形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティングデバイスを
例示する図である。
【図２Ｆ】図２Ｂに示されているタブレット形状構成から並進されたコンピューティング
デバイスのディスプレイ部を例示する図である。
【図２Ｇ】図２Ｂに示されているタブレット形状構成から並進されたコンピューティング
デバイスのディスプレイ部を例示する別の図である。
【図３Ａ】コンピューティングデバイスの形状構成検知モジュールおよび起動モジュール
を例示するブロック図である。
【図３Ｂ】図３Ａに示されているコンピューティングデバイスのメモリに格納することの
できる形状構成ファイルを例示する図である。
【図４】コンピューティングデバイスの形状構成の変更に基づいて、コンピューティング
デバイスの入力デバイスの起動状態を変更するための方法を例示する流れ図である。
【図５】コンピューティングデバイスの、一対のガイドを例示する図である。
【図６】コンピューティングデバイスの、別の一対のガイドを例示する図である。
【図７】ベース部、ディスプレイ部、および単一のガイドを含む、コンピューティングデ
バイスの図である。
【図８】ヒンジ部を有する接合具およびコンピューティングデバイスの摺動部の図である
。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　図１は、ベース部１１０およびディスプレイ部１２０を含む、コンピューティングデバ
イス１００の図である。図１に示されているように、ディスプレイ部１２０はディスプレ
イ１２２を含み、ベース部１１０は入力デバイス領域１１２を含む。ディスプレイ１２２
は、表示面１２４（可視面とも称され得る）を有することができ、照らし出された物体が
、表示面１２４上に表示され得、ユーザが見ることができる。入力デバイス領域１１２は
、例えば、キーボード、１つ以上のボタン、マウスカーソルを制御するための静電式タッ
チパッド等のような、様々なタイプの入力デバイスを含むことができる。
【００１０】
　この実施形態において、ディスプレイ１２２は、あらゆるタイプのタッチセンサ式ディ
スプレイであり得るタッチセンサ式ディスプレイである。いくつかの実施形態では、ディ
スプレイ１２２は、例えば、静電式タッチデバイス、抵抗膜式タッチスクリーンデバイス
、表面弾性波（ＳＡＷ）デバイス、静電容量式タッチスクリーンデバイス、感圧デバイス
、表面静電容量式デバイス、投影静電容量式タッチ（ＰＣＴ）デバイス、および／または
類似のものとすることができる、あるいはディスプレイ１２２には、これらが含まれ得る
。タッチセンサ式デバイスであるため、ディスプレイ１２２は、入力デバイスとして機能
することができる。例えば、ディスプレイ１２２は、ユーザが入力デバイスとして使用す
ることのできる、仮想キーボードを表示する（例えば、キーボードを再現する等）ように
構成することができる。
【００１１】
　図１に示されているように、ディスプレイ部１２０は、ベース部１１０に動作可能に結
合された底部１２６を有する。ディスプレイ部１２０はまた、底部１２６の反対側である
、ディスプレイ部１２０の端に、頂部１２８も有する。ベース部１１０は、前端部１１６
に前方部を有し、ベース部１１０のベース部１１０の後端部１１８に後方部を有する。こ
の実施形態において、遠位方向は、ベース部１１０の後端部１１８に向かっており、近位
方向はベース部１１０の前端部１１６に向かっている。したがって、前端部１１６は、ベ
ース部１１０の近位端部と称することもでき、後端部１１６は、ベース部１１０の遠位端
部と称することができる。
【００１２】
　ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ１２２および入力デバイス領域１１２に含まれ
ている入力デバイスが、種々の形状構成において異なった使用がなされ得るように、種々
の形状構成において回転し、かつベース部１１０に対して並進するように構成される。例
えば、ディスプレイ部１２０は、図１に示されている形状構成（ここではコンピューティ
ングデバイス１００は、典型的なラップトップコンピュータと同様の様式で使用すること
ができる）から、ディスプレイ部１２０がベース部１１０の入力デバイス１１２に含まれ
ている１つ以上の入力デバイスを被覆し、コンピューティングデバイス１００がタブレッ
ト型のコンピューティングデバイスとして使用され得るように、ディスプレイ１２２がベ
ース部１１０から外側を向く形状構成に、回転および並進するように構成することができ
る。コンピューティングデバイス１００の種々の形状構成に関するさらなる詳細は、図１
ならびにその他の図に関連して後段で説明される。
【００１３】
　図１に示されているように、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０の底部１
２６の軸Ｌを中心に回転するように構成される。具体的には、ディスプレイ部１２０は、
図１に示されているように、軸Ｌを中心に、時計回りの方向Ｖ１または反時計回りの方向
Ｖ２に回転するように構成される。このようにして、ディスプレイ部１２０は、軸Ｌを中
心に、様々な回転位置の間で回転するように構成することができる。
【００１４】
　この実施形態において、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部１
１０に対して平行（または実質的に平行）になるまで時計回りの方向Ｖ１に回転し、表示
面１２４がベース部１１０から外側の方を向くように構成することができる。別の言い方
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をすると、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部１１０に対して平
坦となるまで、時計回りの補正Ｖ１で回転するように構成することができる。このように
して、ディスプレイ部１２０およびベース部１１０は、共通の面（または互いに平行（も
しくは実質的に平行）である異なる面）に沿って位置合わせされ得、表示面１２４はベー
ス部１１０から外側の方を向く。いくつかの実施形態において、ディスプレイ部（例えば
、ディスプレイ部の可視面）が位置合わせされるように沿う面（例えば、主要面）が、ベ
ース部１１０（例えば、ベース部１１０の下部または頂部）が位置合わせされるように沿
う面（例えば、主要面）に対して実質的に平行となるように、ディスプレイ部１２０が配
置されるとき、コンピューティングデバイス２００は、タブレット形状構成にあると称す
ることができる。コンピューティングデバイス２００がタブレット形状構成にあるとき、
表示面１２４は、ユーザによってアクセス可能であり得る。いくつかの実施形態では、タ
ブレット形状構成は、ディスプレイ部１２０およびベース部１１０が実質的に、共通の面
に沿って位置合わせされるため、閉じた形状構成のタイプとして見なされ得る。いくつか
の実施形態において、コンピューティングデバイス１００がタブレット形状構成にあると
き、入力デバイス領域１１２の少なくとも一部分は、コンピューティングデバイス１００
のユーザによってアクセス可能でなくなり得る。
【００１５】
　また、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部１１０に対して平行
（または実質的に平行）になるまで反時計回りの方向Ｖ２に回転し、表示面１２４がベー
ス部１１０に向かう方を向くように構成することができる。別の言い方をすると、ディス
プレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部１１０に対して平坦となるまで、反
時計回りの補正Ｖ２で回転するように構成することができる。このようにして、ディスプ
レイ部１２０およびベース部１１０は、共通の面（または互いに平行（もしくは実質的に
平行）である異なる面）に沿って位置合わせされ得、表示面１２４はベース部１１０に向
かう方を向く。いくつかの実施形態では、ディスプレイ部１２０が上記に説明された回転
位置にあるとき、コンピューティングデバイス２００は、閉じた形状構成（または、ディ
スプレイが下向きの閉じた形状構成）にあると称することができる。いくつかの実施形態
において、コンピューティングデバイス１００が閉じた形状構成にあるとき、入力デバイ
ス領域１１２の少なくとも一部分は、コンピューティングデバイス１００のユーザによっ
てアクセス可能でなくなり得る。
【００１６】
　図１に示されているように、ディスプレイ部１２０はまた、ベース部１１０に対して並
進方向に並進するように構成される。具体的には、ディスプレイ部１２０が図１において
配置されると、ディスプレイ部１２０は、ベース部１１０に対して前進方向（方向Ｆ）（
すなわち近位方向）に、ベース部１１０の前端部１１６に向かって並進するように構成す
ることができ、かつベース部１１０に対して後退方向（方向Ｂ）（すなわち遠位方向）に
、ベース部１１０の後端部１１８に向かって並進するように構成することができる。この
ようにして、ディスプレイ部１２０は、ベース部１１０に沿って、種々の並進位置の間を
移動するように構成することができる。図１に示されているように、並進方向として見な
され得る、前進方向および後退方向は、軸Ｌに対して直交する（例えば、実質的に直交す
る）。
【００１７】
　図１の実施形態において、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部
１１０に対して任意の並進位置にあるとき、軸Ｌを中心に回転するように構成される。例
えば、ディスプレイ部１２０は、ディスプレイ部１２０がベース部１１０の前方部上に配
設される、第１の並進位置にディスプレイ部１２０があるときに、軸Ｌを中心に、時計回
りの方向Ｖ１または反時計回りの方向Ｖ２に回転するように構成することができる。ディ
スプレイ部１２０はまた、ディスプレイ部１２０がベース部１１０の後方部上に配設され
る、第２の並進位置にディスプレイ部１２０があるときに、軸Ｌを中心に、時計回りの方
向Ｖ１または反時計回りの方向Ｖ２に回転するように構成することもできる。
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【００１８】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス１００は、ディスプレイ部
１２０がベース部１１０に対して任意の並進位置にあるときに、ディスプレイ部１２０が
軸Ｌを中心に回転するように構成され得ないように構成されてもよい。例えば、コンピュ
ーティングデバイス１００は、ディスプレイ部１２０が入力デバイス領域１１２に対して
遠位に配設されるとき、およびディスプレイ部１２０が入力デバイス領域１１２に近接し
ているときには、ディスプレイ部１２０が軸Ｌを中心に回転し得るが、ディスプレイ部１
２０が入力デバイス領域１１２（または、そのうちの特定の部分）上に配設されるときは
、回転しないように構成することができる。
【００１９】
　いくつかの実施形態において、ディスプレイ部１２０は、入力デバイス領域１１２の少
なくとも一部分が被覆されるように、回転され得、かつベース部１１０に対して並進され
得る。例えば、閉じた形状構成にあるとき（ディスプレイ１２２は、ベース部１１０に向
かう方に向いている、またはベース部１１０から外側の方を向いている）、ディスプレイ
部１２０は、入力デバイス領域１１２の少なくとも一部分を被覆するように構成すること
ができる（それにより、入力デバイス領域１１２のその部分は、コンピューティングデバ
イス１００のユーザにとって、容易にアクセス可能ではなくなる）。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、コンピューティングデバイス１００の様々なコンポーネント
（例えば、入力デバイス領域１１２に含まれている１つ以上の入力デバイス）は、ディス
プレイ部１２０がベース部１１０に対して様々な並進位置および／または回転位置の間で
移動するときに、起動（例えば、起動／オン状態もしくは動作状態に変更）され得る、ま
たは停止（例えば、停止／オフ状態もしくは待機状態に変更）され得る。例えば、入力デ
バイス領域１１２に含まれている入力デバイスは、コンピューティングデバイス１００が
第１の形状構成から第２の形状構成に変更されたときに、停止された状態から起動された
状態に変更されてもよい。
【００２１】
　図１に示されているように、コンピューティングデバイス１００は、パーソナルコンピ
ューティングラップトップ型デバイスとすることができる。いくつかの実施形態では、コ
ンピューティングデバイス１００は、あらゆるタイプのコンピューティングデバイスとす
ることができる。コンピューティングデバイス１００は、例えば、有線のデバイスおよび
／またはワイヤレスのデバイス（例えば、ワイファイ対応デバイス等）とすることができ
、例えば、コンピューティングエンティティ（例えば、パーソナルコンピューティングデ
バイス等）、サーバデバイス（例えば、ウェブサーバ等）、携帯電話、個人用携帯情報端
末（ＰＤＡ）、電子書籍デバイス、および／または類似のものとすることができる。コン
ピューティングデバイス１００は、１つ以上のタイプのハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、オペレーティングシステム、ランタイムライブラリ、および／または類似
のものを含むことのできる、１つ以上のプラットフォーム（例えば、１つ以上の同様のプ
ラットフォームもしくは異なるプラットフォーム等）に基づいて動作するように構成する
ことができる。ベース部に対して移動するように構成されたディスプレイ部を有するコン
ピューティングデバイスの、様々な形状構成に関するさらなる詳細は、図に関連して後段
で説明される。
【００２２】
　図２Ａから２Ｇは、様々な形状構成におけるコンピューティングデバイス２００を例示
する図である。コンピューティングデバイス２００は、図１に示されているコンピューテ
ィングデバイス１００と類似であり得る。
【００２３】
　図２Ａは、ベース部２１０と、ベース部２１０に動作可能に結合されたディスプレイ部
２２０とを含むコンピューティングデバイス２００を例示する図である。具体的には、デ
ィスプレイ部２２０の底部２２６は、ベース部２１０に、２つの接合具２３０（これらは
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、ヒンジに含まれ得る、またはヒンジの一部分であり得る）を介して結合される。ディス
プレイ部２２０はまた、底部２２６の反対側である、ディスプレイ部２２０の端に、頂部
２２８も有する。ベース部２１０は、前端部２１６に前方部を有し、ベース部２１０の後
端部２１８に後方部を有する。この実施形態において、遠位方向は、ベース部２１０の後
端部２１８に向かっており、近位方向は、ベース部２１０の前端部２１６に向かっている
。したがって、前端部２１６は、ベース部２１０の近位端部と称することもでき、後端部
２１８は、ベース部２１０の遠位端部と称することができる。
【００２４】
　ディスプレイ部２２０は、図２Ａに示されている形状構成にあるとき、接合具２３０の
ヒンジ部２３２を介して、ディスプレイ部２２０の底部２２６の軸Ｒを中心に回転するよ
うに構成される。この実施形態では、ディスプレイ部２２０は、図２Ａに示されているよ
うに、軸Ｒを中心に、時計回りの方向Ｙにまたは反時計回りの方向Ｘに回転するように構
成される。このようにして、ディスプレイ部２２０は、軸Ｒを中心に、様々な回転位置の
間で回転するように構成することができる。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０は、接合具２３０のヒンジ部２３
２のそれぞれに動作可能に結合されたヒンジ部を（ディスプレイ部２２０の底部２２６上
に）有することができる。いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０のヒンジ
部、および接合具２３０のヒンジ部２３２は、まとめてヒンジと定義することができる。
いくつかの実施形態では、ディスプレイ部２２０の（または、ディスプレイ部２２０に取
り付けられた）ヒンジ部、および接合具２３０のヒンジ部２３２は、まとめてヒンジと定
義することができる。
【００２６】
　ディスプレイ部２２０はまた、ガイド２４０に沿って、方向Ｐ（これは、並進方向Ｐと
も称することができる）に、ベース部２１０に対して並進するようにも構成される。具体
的には、ガイド２４０に沿った、ディスプレイ部２２０の並進は、それぞれがガイド２４
０のうちの１つに結合された、接合具２３０の摺動部２３４を介して行われる。方向Ｐに
移動されるとき、ディスプレイ部２２０は、ベース部２１０に対して後退方向（すなわち
、遠位方向）に、ベース部２１０の後端部２１８に向かって移動される。このようにして
、ディスプレイ部２２０は、ベース部２１０に沿って、（図２Ｃおよび２Ｄに示されてい
る形状構成等のような）種々の並進位置の間を移動するように構成することができる。図
２Ａに示されているように、並進方向として見なされ得る方向Ｐは、軸Ｒに対して直交す
る（例えば、実質的に直交する）。また、軸Ｒは、ガイド２４０のうちの１つ以上のガイ
ドの長手方向の軸（または、ガイド２４０のうちの１つ以上に沿って位置合わせされた線
）に対して直交し得る。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、ガイド２４０のうちの１つ以上は、接合具２３０の摺動
部２３４が挿入されて摺動可能に移動することのできる、スロットもしくは溝とすること
ができる、またはこれらを含むことができる。いくつかの実施形態では、ガイド２４０の
うちの１つ以上に沿って、１つ以上の戻り止めが含まれ得る。いくつかの実施形態では、
ガイド２４０のうちの１つ以上は部材（例えば、棒等）を含むことができ、これに沿って
、摺動部２３４のうちの１つ以上は摺動可能に移動することができる。いくつかの実施形
態において、摺動部２３４のうちの１つ以上の摺動部の少なくとも一部分は、部材の周り
に（例えば、少なくとも部分的に周りに等）配設、または他の方法で部材に結合され得る
。いくつかの実施形態では、摺動部２３４のうちの１つ以上および／またはガイド２４０
のうちの１つ以上は、ベース部２１０に対するディスプレイ部２２０の並進移動を促進す
る（例えば、比較的滑らかな並進移動を促進する等）ことのできる、車輪もしくは玉軸受
等のような回転デバイスを含むことができる。いくつかの実施形態において、入力デバイ
ス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（例えば、キーボード等）は、ガイ
ド２４０のうちの１つ以上に対して、ベース部２１０における定位置を有することができ
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る。コンピューティングデバイスの接合具およびガイドの、より詳細な例は、図８に関連
して示され、かつ説明される。
【００２８】
　図２Ａに示されているように、ベース部２１０は、入力デバイス領域２１２を含む。入
力デバイス領域２１２は、例えば、キーボード、１つ以上のボタン（例えば、音量制御ボ
タン、矢印ボタン、電源ボタン、機能キー、ワイヤレス通信起動／停止ボタン等）、マウ
スカーソルを制御するための静電式タッチパッド（これは１つ以上の選択ボタンに関連付
けられ得る）、その他等のような、様々なタイプの入力デバイスを含むことができる。
【００２９】
　ディスプレイ部２２０は、表示面２２４を有するタッチセンサ式ディスプレイ２２２を
含む。したがって、タッチセンサ式ディスプレイ２２２は、入力デバイスとして機能する
ことができる。例えば、タッチセンサ式ディスプレイ２２２は、ユーザが入力デバイスと
して使用することのできる、仮想キーボードを表示する（例えば、キーボードを再現する
等）ように構成することができる。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、図２Ａに示されているコンピューティングデバイス２０
０の形状構成は、イーゼル形状構成（またはイーゼルモード）と称され得る。この形状構
成は、イーゼル上のキャンバスと同様に、ディスプレイ部２２０がベース部２１０上に支
持されているため、イーゼル形状構成と称することができる。
【００３１】
　図２Ａに示されているように、ディスプレイ部２２０の底部２２６は、入力デバイス領
域２１２の前にある（すなわち近接している）。そのため、入力デバイス領域２１２がキ
ーボードを含んでいる場合、ディスプレイ部２２０の底部２２６は、キーボードに近接す
ることとなる。いくつかの実施形態では、コンピューティングデバイス２００がイーゼル
形状構成にあるとき、入力デバイス領域２１２は、ディスプレイ部２２０の底部２２６が
、入力デバイス領域２１２の少なくとも一部分上に配設されるように、ベース部２１０内
で配向され得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、タッチセンサ式ディスプレイ２２２は、コンピューティ
ングデバイス２００がイーゼル形状構成にあるとき、コンピューティングデバイス２００
の主要な入力デバイスとすることができる。いくつかの実施形態において、コンピューテ
ィングデバイス２００がイーゼル形状構成にあるとき、入力デバイス領域２１２に含まれ
ている１つ以上の入力デバイスは、停止され得る（例えば、使用不能にされる、非動作状
態に変更される、待機状態に変更される等）。例えば、入力デバイス領域２１２に含まれ
ているキーボードは、コンピューティングデバイス２００がイーゼル形状構成にある（ま
たはイーゼル形状構成に移動される）と、自動的に停止され得る。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力
デバイスは、コンピューティングデバイス２００がイーゼル形状構成にある（またはイー
ゼル形状構成に移動される）と自動的に停止される場合、コンピューティングデバイス２
００がイーゼル形状構成にあるときに、手動で起動することができる。いくつかの実施形
態では、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイスは、コンピュー
ティングデバイス２００がイーゼル形状構成にあるとき、起動を維持することができる（
例えば、使用可能である、起動された状態を維持、動作状態を維持等）。いくつかの実施
形態では、イーゼル形状構成（または、あらゆる他の形状構成）にあるときの、タッチセ
ンサ式ディスプレイ２２２のタッチスクリーンの機能等のような、コンピューティングデ
バイス２００の１つ以上のコンポーネントの機能性は、図３Ｂに示されているもの等のよ
うな、形状構成ファイルにおいて予め設定することができる。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、ガイド２４０は、図２Ａに示されているものとは異なる
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長さ（例えば、より短い長さ、より長い長さ等）とすることができる。例えば、ガイド２
４０のうちの１つ以上は、コンピューティングデバイス２００のベース部２１０の全体を
、またはほぼ全体を横切って延在することができる。そのような実施形態において、ディ
スプレイ部２２０は、ベース部２１０の一方の端部からベース部２１０の他方の端部まで
延在するガイド２４０を介して、ベース部２１０の一方の端部から、ベース部２１０の他
方の端部まで並進するように構成することができる。例えば、ガイド２４０のうちの１つ
以上は、コンピューティングデバイス２００のベース部２１０の半分よりも短い長さを有
することができる。そのような実施形態では、ディスプレイ部２２０は、コンピューティ
ングデバイス２００のベース部２１０の半分未満を横切って並進するだけであってよい。
【００３５】
　示されてはいないが、いくつかの実施形態において、ベース部２１０は、１つ以上のプ
ロセッサ、グラフィックプロセッサ、マザーボード、メモリ（例えば、ディスクドライブ
、半導体ドライブ等）、および／または類似のもの等のような、様々なコンピューティン
グコンポーネントを含むことができる。タッチセンサ式ディスプレイ２２２上に表示され
る１つ以上の画像は、ベース部２１０に含まれたコンピューティングコンポーネントによ
ってトリガされ得る。いくつかの実施形態において、タッチセンサ式ディスプレイ２２２
とベース部２１０との間の信号の伝達（例えば、ビデオ信号、タッチセンサ式ディスプレ
イ２２２とのやりとりに応答して生成された信号等）を処理するように構成された１つ以
上の配線は、接合具２３０および／またはガイド２４０のうちの１つ以上に関連付けられ
得る。例えば、ベース部２１０（例えば、ベース部２１０に含まれているプロセッサ等）
とタッチセンサ式ディスプレイ２２２との間の信号を転送するように構成された１つ以上
の配線は、接合具２３０のうちの１つ以上の接合具の内側に配設することができる。
【００３６】
　図２Ａに示されていないが、いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０の底
部２２６は、コンピューティングデバイス２００がイーゼル形状構成にあるとき、ベース
部２１０の前端部に（またはその近傍に）存在しなくてもよい。代わりに、ディスプレイ
部２２０の底部２２６は、コンピューティングデバイス２００がイーゼル形状構成にある
とき、ベース部２１０の前端部２１６から後退していてもよい。このようにして、イーゼ
ル形状構成は、コンピューティングデバイス２００がイーゼル形状構成にあるとき、ディ
スプレイ部２２０の底部２２６が、入力デバイス２１２の少なくとも一部分上に配設され
るように画定することができる。そのような実施形態では、図２Ａに示されているように
、ガイド２４０のうちの１つ以上は、ディスプレイ部２２０の底部２２６がベース部２１
０の前端部２１６に、またはその近くに存在する位置にディスプレイ部２２０が並進しな
いように画定される長さを有することができる。
【００３７】
　図２Ｂは、タブレット形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティングデバ
イス２００を例示する図である。図２Ａに示されているディスプレイ部２２０は、図２Ｂ
にタブレット形状構成で示されているように、ディスプレイ部２２０がベース部２１０に
対して平行（または実質的に平行）となるまで、時計回りの方向Ｙに回転することができ
、表示面２２４がベース部２１０から外側の方を向く。このようにして、ディスプレイ部
２２０およびベース部２１０は、共通の面（または、互いに平行（もしくは実質的に平行
）である異なる面）に沿って位置合わせされ得、表示面２２４は、ベース部２１０から外
側の方を向く。図２Ｂに示されているように、表示面２２４は、コンピューティングデバ
イス２００がタブレット形状構成にあるとき、アクセス可能である。いくつかの実施形態
において、ディスプレイ部２２０は、図２Ｂに示されているタブレット形状構成から、図
２Ａに示されているイーゼル形状構成に、反時計回りの方向Ｘに回転するように構成する
ことができる。
【００３８】
　タッチセンサ式ディスプレイ２２２は、コンピューティングデバイス２００がタブレッ
ト形状構成にあるとき、コンピューティングデバイス２００の主要な入力デバイスとなり
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得る。いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００がタブレット形
状構成にあるとき、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（こ
れらは、入力デバイス領域２１２がディスプレイ部２２０によって被覆されているため、
図２Ｂでは見えていない）は、停止され得る（例えば、使用不能とされる、非動作状態に
変更される、待機状態に変更される等）。例えば、入力デバイス領域２１２に含まれてい
るキーボードは、コンピューティングデバイス２００がタブレット形状構成にある（また
はタブレット形状構成に移動される）とき、自動的に停止（または停止された状態に変更
）され得る。入力デバイス領域２１２に含まれている入力デバイスは、コンピューティン
グデバイス２００が図２Ｂに示されているタブレット形状構成にあるとき、ディスプレイ
部２２０によって被覆されると、入力デバイスはアクセス可能でなくなり得るため、停止
されてもよい。入力デバイス領域２１２に含まれている入力デバイスは、例えば、コンピ
ューティングデバイス２００の電力を節約するために、停止された状態に変更、または停
止された状態を維持することができる。
【００３９】
　例えば、コンピューティングデバイス２００が、図２Ａに示されているイーゼル形状構
成等のような異なる形状構成にあるとき、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以
上の入力デバイスが起動された状態にある場合、入力デバイス領域２１２に含まれている
１つ以上の入力デバイスは、図２Ｂに示されているタブレット形状構成に移動（例えば変
更等）されたときに停止され得る。いくつかの実施形態において、コンピューティングデ
バイス２００が、図２Ａに示されているイーゼル形状構成等のような異なる形状構成にあ
るとき、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイスが停止された状
態にある場合、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイスは、コン
ピューティングデバイス２００が、図２Ｂに示されているタブレット形状構成に移動（例
えば変更等）されたとき、停止された状態が維持され得る。いくつかの実施形態では、入
力デバイス２１２に含まれている１つ以上の入力デバイスは、コンピューティングデバイ
ス２００がタブレット形状構成にある（またはタブレット形状構成に変更される）と自動
的に停止される（または停止された状態に変更される）場合、コンピューティングデバイ
ス２００がタブレット形状構成にあるとき、手動で起動することができる（例えば、タッ
チセンサ式ディスプレイ２２２を介して手動で起動する等）。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００がタブレット形状構
成にあるとき、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、コンピュ
ーティングデバイス２００のベース部２１０に対して並進することができる。例えば、コ
ンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、図２Ｂに示されている方向
Ｐに沿って並進することができる。図２Ｆおよび２Ｇは、コンピューティングデバイス２
００がタブレット形状構成にあるときに、ディスプレイ部２２０を、ディスプレイ部２２
０の位置からベース部２１０に対して並進することによって作られ得る、コンピューティ
ングデバイス２００の形状構成を例示している。
【００４１】
　図２Ｃは、ラップトップ形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティングデ
バイス２００を例示するブロック図である。図２Ｃに示されているように、コンピューテ
ィングデバイス２００がラップトップ形状構成にあるとき、コンピューティングデバイス
２００のディスプレイ部２２０は、ベース部２１０の入力デバイス領域２１２に対して遠
位であり、ディスプレイ部２２０の面（例えば主要面等）は、ベース部２１０の面（例え
ば主要面等）に対して平行でない。コンピューティングデバイス２００が、図２Ｃに示さ
れているラップトップ形状構成にあるとき、ディスプレイ部２２０は、方向Ｐに、ベース
部２１０の後端部２１８に向かって、ガイド２４０に沿って並進することができる、また
は、方向Ｑに、ベース部２１０の前端部２１６に向かって、ガイド２４０に沿って並進す
ることができる。図２Ｃに示されているように、並進方向として見なされ得る、方向Ｑは
、軸Ｒに対して直交する（例えば実質的に直交する）。また、軸Ｒは、ガイド２４０のう
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ちの１つ以上のガイドの長手方向の軸（または、ガイド２４０のうちの１つ以上に沿って
位置合わせされた線）に対して直交し得る。
【００４２】
　図２Ｃにおいて、ガイド２４０は、入力デバイス領域２１２（これはコンピューティン
グデバイス２００のベース部２１０内の中心に置かれている）の周りに、およそ等間隔で
並べられているが、いくつかの実施形態では、ガイド２４０は、入力デバイス領域２１２
の周りに等間隔で並べられなくてもよい。いくつかの実施形態において、ガイド２４０の
うちの１つ以上は、コンピューティングデバイス２００の左側２５２または右側２５４に
傾斜されていてもよい。いくつかの実施形態において、ガイド２４０のうちの１つ以上は
、入力デバイス領域２１２を横断して（例えば入力デバイス領域２１２に重なって）いて
もよい。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力
デバイスは、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｃに示されているラップトップ
形状構成にある（またはラップトップ形状構成に移動される）とき、起動された状態にあ
り得る。また、いくつかの実施形態において、タッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触
による感受性は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｃに示されているラップト
ップ形状構成にある（またはラップトップ形状構成に移動される）とき、停止された状態
にあり得る（または停止された状態に変更され得る）。そのような実施形態において、入
力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイスは、コンピューティングデ
バイス２００がラップトップ形状構成にあるとき、コンピューティングデバイス２００の
主要な入力デバイス（複数可）であり得る。いくつかの実施形態において、コンピューテ
ィングデバイス２００がラップトップ形状構成にある（またはラップトップ形状構成に移
動される）ときに、タッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性が停止された
状態にある（または停止された状態に変更される）場合、コンピューティングデバイス２
００がラップトップ形状構成にある（またはラップトップ形状構成に移動される）ときに
、タッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性は、手動で起動することができ
る（例えば、入力デバイス領域２１２に含まれている入力デバイスを使用して手動で起動
する等）。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力
デバイス（もしくはそれらの一部分）および／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２
の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００がラップトップ形状構成に移
動されると、自動的に起動され得る、または自動的に停止され得る。例えば、入力デバイ
ス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（またはそれらの一部分）は、図２
Ａに示されているイーゼル形状構成から、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成に
移動されると、起動され得る（イーゼル形状構成にあるときに、入力デバイス（複数可）
（またはそれらの一部分）が停止された状態にある場合）。また、タッチセンサ式ディス
プレイ２２２の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ａに示
されているイーゼル形状構成から、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成に移動さ
れると、停止され得る（イーゼル形状構成にあるときに、タッチセンサ式ディスプレイ２
２２の接触による感受性が起動された状態にある場合）。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力
デバイス（もしくはそれらの一部分）および／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２
の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０がガ
イド２４０に沿って、規定点を超えて並進したとき、起動され得る、あるいは停止され得
る。例えば、入力デバイス領域２１２に含まれているキーボードは、図２Ａに示されてい
るイーゼル形状構成にあるとき、停止された状態にあり得る。キーボードは、ディスプレ
イ部２２０が、図２Ａに示されているイーゼル形状構成から、図２Ｃに示されているラッ
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プトップ形状構成に、点Ｓを超えて方向Ｐに、ガイド２４０に沿って移動されると、起動
され得る（例えば、停止された状態から起動された状態に変更される等）。逆に、キーボ
ードは、ディスプレイ部２２０が、図２Ｃに示されているタブレット形状構成から、図２
Ａに示されているイーゼル形状構成に、点Ｓを超えて方向Ｑに、ガイド２４０に沿って移
動されると、停止され得る（例えば、停止された状態から起動された状態に変更される等
）。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、例えば、種々の形状構成間で移動されるとき、入力デバ
イス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（もしくはそれらの一部分）およ
び／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性を起動もしくは停止す
るように、スイッチ（図示せず）または他のデバイスがトリガされ得る。いくつかの実施
形態において、スイッチは、例えば、電子スイッチ、機械スイッチ（例えば、機械式リレ
ー等）、および／または類似のものとすることができる。いくつかの実施形態では、スイ
ッチは、コンピューティングデバイス２００の一部分の１つ以上の位置を感知するように
構成された１つ以上のセンサ（例えば、電気センサ等）を含むことができる。例えば、あ
る場所（例えば、線Ｓ等）を超えた、規定点（例えば、ガイド２４０のうちの１つ以上の
ガイドの遠位端部における位置および／または近位端部における位置、ベース部２１０に
対するディスプレイ部２２０の特定の回転位置等）への移動、ならびに／あるいは類似の
ことは、作動され得る機械スイッチ、電気的接触、および／または類似のものを使用して
検知することができる。具体的な例として、線Ｓに沿って位置付けられているスイッチは
、ディスプレイ部２２０が、点Ｓを超えて、ガイド２４０に沿って移動されると、キーボ
ードを起動または停止するようにトリガされ得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている複数の入力デバ
イスおよび／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２のタッチセンサ機能は、コンピュ
ーティングデバイス２００のディスプレイ部２２０がガイド２４０に沿って並進するにつ
れて、交互の様式（例えば、段階的な様式等）で起動または停止され得る。例えば、入力
デバイス領域２１２に含まれているキーボード、およびマウスのための静電式タッチパッ
ドデバイスは、図２Ａに示されているイーゼル形状構成にあるとき、停止された状態にあ
り得る。タッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性は、図２Ａに示されてい
るイーゼル形状構成にあるとき、起動された状態にあり得る。静電式タッチパッドデバイ
スは、ディスプレイ部２２０が、図２Ａに示されているイーゼル形状構成から、図２Ｃに
示されているラップトップ形状構成に、第１の点を超えて方向Ｐに、ガイド２４０に沿っ
て移動されるときに、起動され得る（例えば、停止された状態から起動された状態に変更
される等）。ディスプレイ部２２０が、図２Ａに示されているイーゼル形状構成から、図
２Ｃに示されているラップトップ形状構成に、第２の点（第１の点とは異なる）を超えて
方向Ｐに、ガイド２４０に沿って移動されるときに、キーボードは起動され得（例えば、
停止された状態から起動された状態に変更される等）、タッチセンサ式ディスプレイ２２
２の接触による感受性は停止され得る（例えば、起動された状態から停止された状態に変
更される等）。
【００４８】
　示されていないが、いくつかの実施形態において、ガイド２４０のうちの１つ以上は、
ベース部２２０を超えて延在するように構成することができる。例えば、ディスプレイ部
２２０は、ディスプレイ部２２０の底部２２６がベース部２１０上に配設されないように
、ベース部２１０の前端部２１６を超えて、および／またはベース部２１０の後端部２１
８を超えて伸縮するように構成された１つ以上のガイドに沿って並進するように構成する
ことができる。このようにして、ディスプレイ部２２０の底部２２６は、ベース部２１０
に近接する位置まで、（方向Ｑに）並進することができる、またはベース部２１０に対し
て遠位の位置まで、（方向Ｐに）並進することができる。
【００４９】
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　図２Ｄは、別のラップトップ形状構成にある、図２Ａに示されているコンピューティン
グデバイス２００を例示するブロック図である。図２Ｄに示されているラップトップ形状
構成において、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、ベース部
２１０に含まれたガイド２４０の遠位端部に移動される。コンピューティングデバイス２
００のディスプレイ部２２０は、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成から、図２
Ｄに示されているラップトップ形状構成に、方向Ｐに、ガイド２４０に沿って移動され得
る。この実施形態において、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０
は、ベース部２１０に含まれたガイド２４０の遠位端部に移動されるため、ディスプレイ
部２２０は、方向Ｐにさらに移動され得ない。しかし、ディスプレイ部２２０は、コンピ
ューティングデバイス２００のベース部２１０の前端部２１６（すなわち、近位端部）に
向かって、方向Ｑに、ガイド２４０に沿って移動され得る。
【００５０】
　ディスプレイ部２２０は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｃおよび図２Ｄ
に示されているラップトップ形状構成のうちのいずれかにあるときに、接合具２３０のヒ
ンジ部２３２を介して、ディスプレイ部２２０の底部２２６の軸Ｒを中心に回転するよう
に構成することができる。具体的には、ディスプレイ部２２０は、図２Ａに示されている
ように、軸Ｒを中心に、時計回りの方向Ｙまたは反時計回りの方向Ｘに回転するように構
成することができる。このようにして、ディスプレイ部２２０は、軸Ｒを中心に、様々な
回転位置の間で回転するように構成することができる。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０は、コンピューティングデバイス
２００が、図２Ｃおよび図２Ｄに示されているラップトップ形状構成のうちのいずれか、
および／または図２Ａに示されているイーゼル形状構成にあるとき、軸Ｒを中心に自由に
回転するように構成されなくてもよい。例えば、いくつかの実施形態では、ディスプレイ
部２２０は、イーゼル形状構成にあるとき、ベース部２１０に対して特定の回転位置で固
定されてもよい。カム実施形態において、ディスプレイ部２２０は、１つ以上の（図２Ｄ
に示されているコンピューティングデバイス２００のベース部２１０に対して角度を付け
られた回転位置等のような）回転位置において、取り外し可能に固定される（例えば、戻
り止めされる等）ように構成することができる。
【００５２】
　図２Ｃに示されているラップトップ形状構成と同様に、入力デバイス２１２に含まれて
いる１つ以上の入力デバイス（もしくはそれらの一部分）および／またはタッチセンサ式
ディスプレイ２２２の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００が、図２
Ｄに示されているラップトップ形状構成に移動されると、自動的に起動され得る、あるい
は自動的に停止され得る。例えば、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入
力デバイスは、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成および／または図２Ａに示さ
れているイーゼル形状構成から移動されるとき、起動および／または停止され得る。
【００５３】
　図２Ｅは、閉じた形状構成にあるコンピューティングデバイス２００を例示する図であ
る。図２Ｄに示されているディスプレイ部２２０は、ディスプレイ部２２０がベース部２
１０に対して平行（または実質的に平行）となるまで、反時計回りの方向Ｘに回転するこ
とができ、図２Ｅに示されている閉じた形状構成において示されているように、表示面２
２４はベース部２１０に向かう方に向く。このようにして、ディスプレイ部２２０および
ベース部２１０は、共通の面（または互いに対して平行（もしくは実質的に平行）である
異なる面）に沿って位置合わせされ得、表示面２２４はベース部２１０に向かう方に向く
。表示面２２４（図２Ｄに示されており、図２Ｅでは見えていない）は、コンピューティ
ングデバイス２００が閉じた形状構成にあるとき、アクセス可能ではない。いくつかの実
施形態において、ディスプレイ部２２０は、図２Ｅに示されている閉じた形状構成から、
図２Ｄに示されているラップトップ形状構成に、時計回りの方向Ｙに回転するように構成
することができる。
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【００５４】
　図２Ｅに示されている閉じた形状構成にあるとき、タッチセンサ式ディスプレイ２２２
および入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（これらの両方は
図２Ｅに図示せず）は、停止されてもよく（例えば、起動された状態から停止された状態
に変更される等）、これは、コンピューティングデバイス２００が閉じた形状構成にある
とき、タッチセンサ式ディスプレイ２２２も、入力デバイス領域２１２に含まれているい
ずれの入力デバイスもアクセス可能（例えば、ユーザが容易にアクセス可能等）ではない
ためである。いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００全体（例
えば、コンピューティングデバイス２００の処理コンポーネント等）が、停止された状態
に変更され得る。いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００が閉
じた形状構成に移動されると、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デ
バイス（これらは、入力デバイス領域２１２がディスプレイ部２２０によって被覆されて
いるため、図２Ｂでは見えていない）および／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２
は、停止され得る（例えば、使用不可とされる、非動作状態に変更される、待機状態に変
更される等）。例えば、入力デバイス領域２１２に含まれているキーボードおよび／また
はタッチセンサ式ディスプレイ２２２は、コンピューティングデバイス２００が閉じた形
状構成にある（もしくは閉じた形状構成に移動される）と、自動的に停止され得る。入力
デバイス領域２１２に含まれている入力デバイスは、コンピューティングデバイス２００
が、図２Ｂに示されている閉じた形状構成にあるときに、ディスプレイ部２２０によって
被覆されると、入力デバイスはアクセス可能でなくなり得るため、停止されてもよい。タ
ッチセンサ式ディスプレイ２２２は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｂに示
されている閉じた形状構成にあるとき、タッチセンサ式ディスプレイ２２２がベース部２
１０に向いていると、タッチセンサ式ディスプレイ２２２はアクセス可能でなくなり得る
ため、停止されてもよい。入力デバイス領域２１２に含まれている入力デバイスおよび／
またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２は、例えば、コンピューティングデバイス２０
０の電力を節約するために、停止された状態に変更または停止された状態を維持すること
ができる。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００が閉じた形状構成に
あるとき、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、コンピューテ
ィングデバイス２００のベース部２１０に対して、並進することができる。例えば、コン
ピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、方向Ｑに、ガイド２４０（図
２Ｅには図示せず）に沿って並進することができる。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２
２０は、コンピューティングデバイス２００のベース部２１０に結合（例えば、開放可能
に結合等）することができ、それにより、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｂ
に示されているタブレット形状構成および／または図２Ｅに示されている閉じた形状構成
にあるとき、ディスプレイ部２２０がベース部２１０に対して回転しなくなり得る。例え
ば、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０の頂部２２８は、図２Ｂ
に示されているタブレット形状構成および／または図２Ｅに示されている閉じた形状構成
にあるとき、コンピューティングデバイス２００のベース部２１０（例えば、ベース部２
１０の前端部２１６、ベース部２１０の後端部２１８等）に、開放可能に結合することが
できる。
【００５７】
　示されていないが、例えば、ラッチ（または同様のデバイス）を、ディスプレイ部２２
０の頂部２２８に取り付けることができる。コンピューティングデバイスが、図２Ｅに示
されている閉じた形状構成に移動されたとき、ラッチは、コンピューティングデバイス２
００のベース部２１０の前端部２１６に結合（例えば、開放可能に結合等）することがで
き、それにより、ディスプレイ部２２０は、ベース部２１０に対して、時計回りの方向Ｙ
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に、回転（例えば、何らかの原因で回転する等）しなくなり得る。いくつかの実施形態で
は、ラッチは、ラッチが開放されるとディスプレイ部２２０が回転し得るように構成する
ことができる。いくつかの実施形態において、ラッチはまた、コンピューティングデバイ
スが、図２Ｂに示されているタブレット形状構成に移動されたときに、ラッチがコンピュ
ーティングデバイス２００のベース部２１０の後端部２１８に結合（例えば、開放可能に
結合等）することができ、それにより、ディスプレイ部２２０が、反時計回りの方向Ｘに
、ベース部２１０に対して回転（例えば、何らかの原因で回転する等）しなくなり得るよ
うに、構成することもできる（例えば、可逆形ラッチとして構成される、両面ラッチとし
て構成される等）。いくつかの実施形態において、ラッチは、コンピューティングデバイ
ス２００が閉じた形状構成にあるときに、ディスプレイ部２２０の頂部２２８をベース部
２１０の前端部２１６に結合するために使用することができ、別個のラッチは、コンピュ
ーティングデバイス２００がタブレット形状構成にあるときに、ディスプレイ部２２０の
頂部２２８をベース部２１０の後端部２１６に結合するために使用することができる。
【００５８】
　図２Ｆは、図２Ｂに示されているタブレット形状構成から並進されたコンピューティン
グデバイス２００のディスプレイ部２２０を例示する図である。ディスプレイ部２２０は
、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｂに示されているタブレット形状構成にあ
るとき、方向Ｐに、ガイド２４０に沿って並進することができ、それにより、ディスプレ
イ部２２０の頂部２２８の少なくとも一部分は、図２Ｆに示されているように、コンピュ
ーティングデバイス２００のベース部２１０上に、もはや配設されない。この実施形態に
おいて、ディスプレイ部２２０が、方向Ｐに、ガイド２４０に沿って並進されると、入力
デバイス領域２１２の少なくとも一部分が露出する。いくつかの実施形態において、ディ
スプレイ部２２０は、図２Ｆに示されている形状構成から、図２Ｂに示されているタブレ
ット形状構成に、方向Ｑに、ガイド２４０に沿って並進することができる。
【００５９】
　いくつかの実施形態において、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力
デバイスおよび露出しているものは、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ
部２２０が、タブレット形状構成から、図２Ｆに示されている形状構成に並進されると、
起動された状態に置かれ得る（例えば、停止された状態にある場合は起動された状態に変
更される等）。いくつかの実施形態では、コンピューティングデバイス２００のディスプ
レイ部２２０が並進されると露出する入力デバイスだけが起動され得る。いくつかの実施
形態において、コンピューティングデバイス２００は、入力デバイス領域２１２に含まれ
ている、露出した入力デバイスが起動されない場合、露出した入力デバイスが手動で起動
され得る（例えば、タッチセンサ式ディスプレイ２２２を使用して手動で起動する等）よ
うに構成することができる。また、いくつかの実施形態では、タッチセンサ式ディスプレ
イ２２２のタッチセンサ機能は、コンピューティングデバイス２００が図２Ｆに示されて
いる形状構成にある（またはこの形状構成に移動される）とき、停止された状態にあり得
る（または停止された状態に変更され得る）。いくつかの実施形態において、露出した入
力デバイス（これは、典型的には二次的な入力デバイスとして機能し得る）は、起動され
得、それにより、タッチセンサ式ディスプレイ２２２（これは、典型的には主要な入力デ
バイスとして機能し得る）を入力デバイスとして使用する必要性がなくなり得る（および
／または停止され得る）。そのような実施形態では、タッチセンサ式ディスプレイ２２２
上に描画されたコンテンツを制御するためのユーザの指によって遮られることなく、タッ
チセンサ式ディスプレイ２２２の画面全体を見ることができ、これは、そのような制御の
ために、露出した入力デバイスが使用されることとなるからである。
【００６０】
　具体的な例として、入力デバイス領域２１２に含まれている静電式タッチパッドは、図
２Ｂに示されているコンピューティングデバイス２００のタブレット形状構成から、図２
Ｆに示されている形状構成へのディスプレイ部２２０の移動によって露出されると、起動
され得る（コンピューティングデバイス２００がタブレット形状構成にあるときに、静電
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式タッチパッドが停止された状態にある場合）。また、タッチセンサ式ディスプレイ２２
２の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｂに示されている
タブレット形状構成から、図２Ｆに示されている形状構成に移動されると、停止され得る
（コンピューティングデバイス２２０がタブレット形状構成にあるときに、タッチセンサ
式ディスプレイ２２２のタッチセンサ機能が起動された状態にある場合）。
【００６１】
　図２Ｃに関連して説明された機能性と同様に、いくつかの実施形態において、入力デバ
イス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（もしくはそれらの一部分）およ
び／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性は、コンピューティン
グデバイス２００のディスプレイ部２２０が、規定点を超えて、ガイド２４０に沿って並
進されると、起動または停止され得る。また、いくつかの実施形態において、入力デバイ
ス領域２１２に含まれている複数の入力デバイスおよび／またはタッチセンサ式ディスプ
レイ２２２の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部
２２０がガイド２４０に沿って並進するにつれて、交互の様式で起動または停止され得る
。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００は、図２Ｂに示され
ているタブレット形状構成以外の形状構成から、図２Ｆに示されている形状構成に移動す
ることができる。例えば、図２Ａに示されているコンピューティングデバイス２００のデ
ィスプレイ部２２０は、ディスプレイ部の底部２２６が入力デバイス領域２１２上に配設
されるまで（図２Ｆに示されているように）、方向Ｒに、ガイド２４０に沿って移動する
ことができる。コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は次いで、コ
ンピューティングデバイス２００が図２Ｆに示されている形状構成になるまで、軸Ｒを中
心に、時計回りの方向Ｙに回転することができる。
【００６３】
　図２Ｇは、図２Ｂに示されているタブレット形状構成から並進されたコンピューティン
グデバイス２００のディスプレイ部２２０を例示する別の図である。ディスプレイ部２２
０は、コンピューティングデバイス２００が図２Ｂに示されているタブレット形状構成に
あるとき、方向Ｐに、ガイド２４０に沿って並進することができ、それにより、ディスプ
レイ部２２０の頂部２２８の少なくとも一部分は、図２Ｇに示されているように、コンピ
ューティングデバイス２００のベース部２１０上に、もはや配設されない。この実施形態
では、ディスプレイ部２２０が、方向Ｐに、ガイド２４０に沿って並進されると、入力デ
バイス領域２１２全体が露出する。いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０
は、図２Ｇに示されている形状構成から、図２Ｂに示されているタブレット形状構成に、
方向Ｑに、ガイド２４０に沿って並進することができる。
【００６４】
　図２Ｃおよび２Ｇに関連して説明された機能性と同様に、いくつかの実施形態において
、入力デバイス領域２１２に含まれている１つ以上の入力デバイス（もしくはそれらの一
部分）および／またはタッチセンサ式ディスプレイ２２２の接触による感受性は、コンピ
ューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０が、規定点を超えて、ガイド２４０
に沿って並進されると、起動または停止され得る。また、いくつかの実施形態において、
入力デバイス領域２１２に含まれている複数の入力デバイスおよび／またはタッチセンサ
式ディスプレイ２２２の接触による感受性は、コンピューティングデバイス２００のディ
スプレイ部２２０がガイド２４０に沿って並進するにつれて、交互の様式で起動または停
止され得る。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００は、図２Ｂに示され
ているタブレット形状構成以外の形状構成から、図２Ｇに示されている形状構成に移動す
ることができる。例えば、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は
次いで、図２Ｃに示されている形状構成から、コンピューティングデバイス２００が、図
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２Ｆに示されている形状構成になるまで、軸Ｒを中心に、時計回りの方向Ｙに回転するこ
とができる。また、コンピューティングデバイス２００は、図２Ｆに示されている形状構
成から、図２Ｇに示されている形状構成に移動することもできる。そのような実施形態で
は、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０は、図２Ｇに示されてい
る形状構成から、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｆに示されている形状構成
になるまで、方向Ｐに並進することができる。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｇに示され
ている形状構成にあるとき、入力デバイス領域２１２内で露出した入力デバイスには、例
えば、キーボードおよび／またはタッチパッドデバイス（および関連する選択ボタン）が
含まれ得る。具体的な例として、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｇに示され
ている形状構成にあるとき、キーボードだけ（タッチパッドデバイスはなし）が露出して
もよい。そのような実施形態では、キーボードは、ユーザおよび／またはタッチセンサ式
ディスプレイ２２２に対する、コンピューティングデバイス２００の向きによって、回転
するように構成することができる（例えば、時計回りの方向に機械的に回転する、反時計
回りの方向に機械的に回転する等）。そのような実施形態では、キーボードが仮想キーボ
ードである場合、仮想キーボードは、ユーザおよび／またはタッチセンサ式ディスプレイ
２２２に対する、コンピューティングデバイス２００の向きによって、仮想的に回転する
ように構成することができる。
【００６７】
　ディスプレイ部２２０は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｆおよび２Ｇに
示されている形状構成のうちのいずれかにあるとき、（接合具２３０を介して）軸Ｒを中
心に回転するように構成される。具体的には、ディスプレイ部２２０は、軸Ｒを中心に、
反時計回りの方向Ｘに回転するように構成される（しかし、ディスプレイ部２２０がベー
ス部２１０に接触し得るため、時計回りの方向Ｙに回転するようには構成されない）。い
くつかの実施形態では、図２Ｆおよび２Ｇに示されている形状構成は、部分的なタブレッ
ト形状構成と称することができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００の一部分は、図２Ａ
から２Ｇに示されている形状構成のうちの１つ以上にあるとき、コンピューティングデバ
イス２００の他の部分に対して、ある位置に取り外し可能に固定することができる（例え
ば、固定機構を使用して取り外し可能に固定する、１つ以上の戻り止めを使用して取り外
し可能に固定する等）。いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２０
０の一部分は、例えば、機械的な機構（例えば、ラッチ、ノッチ、留め具、摩擦嵌合、プ
レスフィット等）、電磁石等のような電子機械的な機構（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｍｅｃ
ｈａｎｉｃａｌ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）、および／または類似のものを使用して、コンピ
ューティングデバイス２００の別の部分に対して、ある位置に取り外し可能に固定するこ
とができる。例えば、接合具２３０のうちの１つ以上は、コンピューティングデバイス２
００が、図２Ａに示されているイーゼル形状構成にあるとき、ガイド２４０のうちの１つ
以上のガイドの前端部における位置に取り外し可能に固定することができる。この接合具
２３０のうちの１つ以上は、１つ以上のガイド２４０の前端部に、１つ以上のラッチを使
用して、取り外し可能に固定することができる。このようにして、コンピューティングデ
バイス２００のディスプレイ部２２０は、何らかの原因でイーゼル形状構成から離れるよ
うに、ガイド２４０に沿って（方向Ｐに）並進しなくなり得る。ラッチは開放することが
でき、それにより、ディスプレイ部２２０は、コンピューティングデバイス２００をイー
ゼル形状構成から別の形状構成に移動するときに、コンピューティングデバイス２００の
前端部２１６から移動することができる。
【００６９】
　また、いくつかの実施形態において、接合具２３０のうちの１つ以上は、（図２Ｃおよ
び２Ｄに示されている）ラップトップ形状構成、（図２Ｂに示されている）タブレット形
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状構成、および／または類似のもののうちのいずれか等のような、あらゆる他の形状構成
において、ガイド２４０のうちの１つ以上に沿った１つ以上の点に取り外し可能に固定す
ることができる。例えば、ディスプレイ部２２０は、図２Ｃに示されているラップトップ
形状構成の並進位置に、取り外し可能に固定してもよい（例えば、ガイド２４０のうちの
１つ以上に沿って、接合具２３０のうちの１つ以上を固定することによって等）。
【００７０】
　いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０はまた、ベース部２１０に対する
、回転位置に（例えば、角度を付けられた位置に、垂直位置に、等）取り外し可能に固定
することもできる。例えば、いくつかの実施形態において、ディスプレイ部２２０は、コ
ンピューティングデバイス２００が、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成にある
とき、いくつかの回転位置のうちの１つに取り外し可能に固定されてもよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００の形状構成は、コン
ピューティングデバイス２００の物理的な構成要素（例えば、ディスプレイ部２２０、ベ
ース部２１０等）の位置（例えば、相対位置、位置の組み合わせ等）に基づいて判定する
ことができる。例えば、ディスプレイ部２２０が、（図２Ｃに示されているように）ベー
ス部２１０に対して平行でない回転位置を有するときに、さらにディスプレイ部２２０の
底部２２６が、（図２Ｃに示されているように）ベース部２１０の入力デバイス領域２１
２に対して遠位の並進位置を有する場合、コンピューティングデバイス２００はラップト
ップ形状構成にあるという判定がなされ得る。別の例として、ディスプレイ部２２０が、
（図２Ｃに示されているように）ベース部２１０に対して平行でない回転位置を有すると
きに、さらにディスプレイ部２２０の底部２２６が、（図２Ｃに示されているように）ベ
ース部２１０の入力デバイス領域２１２に近接する並進位置を有する場合、コンピューテ
ィングデバイス２００はイーゼル形状構成にあるという判定がなされ得る。
【００７２】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００のベース部２１０に
対するディスプレイ部２２０の並進位置は、コンピューティングデバイス２００のディス
プレイ部２２０がそれに沿って並進することのできるガイド２４０のうちの１つ以上に関
連付けられた（例えば、結合された）、例えば、１つ以上の電気的接触、機械的なスイッ
チ等からの信号に基づいて判定され得る。いくつかの実施形態において、コンピューティ
ングデバイス２００のベース部２１０に対するディスプレイ部２２０の回転位置は、コン
ピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０に結合された接合具２３０のヒン
ジ部２３２のうちの１つ以上に関連付けられた（例えば、結合された）、例えば、一連の
電気的接触、機械的なスイッチ等からの信号に基づいて判定され得る。コンピューティン
グデバイスの形状構成を判定するように構成されるモジュールに関するさらなる詳細は、
図３Ａおよび３Ｂに関連して説明される。
【００７３】
　示されていないが、いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス２００
は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ａから２Ｇに示されている形状構成のう
ちの１つ以上に移動され得ないように構成することができる。例えば、コンピューティン
グデバイス２００は、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｄに示されているラッ
プトップ形状構成に移動され得るが、図２Ｅに示されている閉じた形状構成には移動され
得ないように、構成することができる。そのような実施形態において、接合具２３０は、
ディスプレイ部２２０が、図２Ｄに示されているラップトップ形状構成に移動することが
できるが、閉じられ得ないように、ガイド２４０に沿ったディスプレイ部２２０の移動を
制限するように構成することができる。いくつかの実施形態において、コンピューティン
グデバイス２００は、例えば、変更をトリガするように構成された画面上の命令を使用し
て、上記に説明された形状構成のうちの１つ以上の間で変更（例えば、自動的な変更、移
動等）するように構成することができる。
【００７４】
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　いくつかの実施形態において、図２Ａから２Ｇに示されているコンピューティングデバ
イス２００の形状構成のうちの１つ以上は、例えば、コンピューティングデバイス２００
のユーザによって定義され得る、形状構成ファイルに関連付けることができる。形状構成
ファイルは、コンピューティングデバイス２００が特定の形状構成にあるとき、コンピュ
ーティングデバイス２００の１つ以上の部分の状態（例えば、起動された状態、停止され
た状態等）を示すことができる。例えば、形状構成ファイルは、コンピューティングデバ
イス２００が、図２Ｂに示されているタブレット形状構成にあるとき、タッチスクリーン
ディスプレイ２２２が主要な入力デバイスになり、入力デバイス領域２１２に含まれてい
る１つ以上の入力デバイスは停止されることを示すことができる。形状構成ファイルはま
た、コンピューティングデバイス２００が、図２Ｂに示されているタブレット形状構成か
ら、図２Ｄに示されているラップトップ形状構成に変更されると、入力デバイス領域２１
２に含まれている特定の入力デバイスが起動されるべきであることを示すこともできる。
いくつかの実施形態では、形状構成ファイルは、入力デバイス領域２１２に含まれている
特定の入力デバイスは、コンピューティングデバイス２００のディスプレイ部２２０が、
図２Ｄに示されているラップトップ形状構成に固定されたときにのみ起動されるべきであ
ることを示すことができる。
【００７５】
　図３Ａは、コンピューティングデバイス３００の形状構成検知モジュール３１０および
起動モジュール３２０を例示するブロック図である。さらに、コンピューティングデバイ
ス３００には、形状構成ファイル３３０を格納するためのメモリ３４０が含まれている。
この実施形態において、ディスプレイ部、接合具、ベース部等のような、コンピューティ
ングデバイス３００の物理的な構成要素は示されていない。
【００７６】
　形状構成検知モジュール３１０は、コンピューティングデバイス３００が、特定の形状
構成にあることを判定するように構成される。形状構成検知モジュール３１０による判定
に応答して、起動モジュール３２０は、形状構成ファイル３３０に基づいて、１つ以上の
入力デバイスを起動（例えば、起動／オン状態もしくは動作状態に変更等）または停止（
例えば、停止／オフ状態もしくは待機状態に変更）するように構成される。形状構成ファ
イル３３０は、コンピューティングデバイス３００が特定の形状構成にあるとき、どの入
力デバイスが起動または停止されるべきであるかを示す情報を含むことができる。
【００７７】
　例えば、形状構成検知モジュール３１０は、コンピューティングデバイス３００が、イ
ーゼル形状構成にあることを判定するように構成することができる。形状構成検知モジュ
ール３１０は、コンピューティングデバイス３００がイーゼル形状構成にあるという指標
を、起動モジュール３２０に送信することができる（または起動モジュール３２０は、コ
ンピューティングデバイス３００の形状構成についての情報を要求するように構成するこ
とができる）。起動モジュール３２０は、コンピューティングデバイス３００がイーゼル
形状構成にあるとき、コンピューティングデバイス３００がイーゼル形状構成にあるとい
う指標に基づいて、かつ形状構成ファイル３３０に含まれている情報に基づいて、１つ以
上の入力デバイスを起動するように構成することができる。形状構成ファイルの一例は、
図３Ｂに示されている。
【００７８】
　図３Ｂは、図３Ａに示されているコンピューティングデバイス３００のメモリ３４０内
に格納することのできる形状構成ファイル３５０を例示している。図３Ｂに示されている
ように、形状構成ファイルには、コンピューティングデバイスの形状構成３６０に関連付
けられた、入力デバイス３７０の起動状態（例えば、停止された状態、起動された状態等
）の指標が含まれる。コンピューティングデバイスの形状構成３６０には、イーゼル形状
構成（例えば、図２Ａに示されているイーゼル形状構成等）、ラップトップ１形状構成（
例えば、図２Ｃに示されているラップトップ形状構成等）、ラップトップ２形状構成（例
えば、図２Ｄに示されているラップトップ形状構成等）、タブレット形状構成（例えば、
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図２Ｂに示されているタブレット形状構成等）、閉じた形状構成（例えば、図２Ｅに示さ
れている閉じた形状構成等）、および部分的なタブレット形状構成（例えば、図２Ｇに示
されている部分的なタブレット形状構成等）が含まれる。
【００７９】
　入力デバイス３７０には、キーボード３７２、静電式タッチパッドデバイス３７４、お
よびタッチスクリーンディスプレイ３７６が含まれる。いくつかの実施形態において、キ
ーボード３７２および静電式タッチパッドデバイス３７４は、コンピューティングデバイ
ス３００のベース部の入力デバイス領域（図示せず）に含まれてもよく、タッチスクリー
ンディスプレイ３７６は、コンピューティングデバイス３００のディスプレイ部（図示せ
ず）に含まれてもよい。
【００８０】
　例えば、コンピューティングデバイス３００がイーゼル形状構成にあるとき、形状構成
ファイル３５０は、キーボード３７２および静電式タッチパッドデバイス３７４は、「オ
フ」によって示されているとおりに停止された状態にあるべきであり、タッチスクリーン
ディスプレイ３７６は、「オン」によって示されているとおりに起動された状態にあるべ
きであることを示す。別の例として、コンピューティングデバイス３００がラップトップ
２形状構成にあるとき、形状構成ファイル３５０は、キーボード３７０および静電式タッ
チパッドデバイス３７４は、「オン」によって示されているとおりに起動された状態にあ
るべきであり、タッチスクリーンディスプレイ３７６は、「オフ」によって示されている
とおりに停止された状態にあるべきであることを示す。さらなる別の例として、コンピュ
ーティングデバイス３００がタブレット形状構成にあるとき、形状構成ファイル３５０は
、キーボード３７２は「オフ」であり、静電式タッチパッドデバイス３７４は「オン」で
あり、タッチスクリーンディスプレイ３７６は、「オン」によって示されているとおりに
起動された状態にあるべきであることを示す。示されていないが、いくつかの実施形態に
おいて、コンピューティングデバイス３００がタブレット形状構成にあるとき、形状構成
ファイル３５０は、キーボード３７２は「オン」であり、静電式タッチパッドデバイス３
７４は「オン」または「オフ」であり得、タッチスクリーンディスプレイ３７６もまた、
「オン」または「オフ」であり得ることを示すことができる。
【００８１】
　いくつかの実施形態において、形状構成ファイル３５０は、コンピューティングデバイ
ス３００のメモリ３４０に格納されている、デフォルトの形状構成ファイルとすることが
できる。いくつかの実施形態において、形状構成ファイル３５０の１つ以上の部分は、例
えば、コンピューティングデバイス３００のユーザによって、定義され得る（例えば、カ
スタマイズされる等）。いくつかの実施形態において、「オン」および「オフ」状態は、
図３Ｂに示されているものから、修正され得る。いくつかの実施形態では、特定の形状構
成にあるときの入力デバイス３７０の状態（例えば、起動された状態、停止された状態等
）は、例えば、入力デバイス３７０の状態（または状態の組）をトリガするように構成さ
れた画面上の命令を使用して、トリガされ得る。
【００８２】
　図３Ａに戻って参照すると、形状構成検知モジュール３１０は、コンピューティングデ
バイス３００が特定の形状構成にあることを、コンピューティングデバイス３００の物理
的な構成要素（例えば、ディスプレイ部、ベース部等）の位置（例えば、相対位置、位置
の組み合わせ等）に基づいて判定するように構成することができる。例えば、形状構成検
知モジュール３００は、コンピューティングデバイス３００のディスプレイ部が、キーボ
ードに対して遠位の並進位置にあるときに、さらにディスプレイ部の回転位置が、コンピ
ューティングデバイス３００のベース部に対して平行でない場合に、コンピューティング
デバイス３００はラップトップ形状構成にあると判定するように構成することができる。
【００８３】
　上述のように、いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス３００のベ
ース部に対する、コンピューティングデバイス３００のディスプレイ部の並進位置は、コ
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ンピューティングデバイス３００のディスプレイ部がそれに沿って並進することのできる
ガイドに関連付けられた、例えば、一連の電気的接触、機械的なスイッチ等からの信号に
基づいて判定され得る。いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス３０
０のベース部に対する、コンピューティングデバイス３００のディスプレイ部の回転位置
は、コンピューティングデバイス３００のディスプレイ部に結合されたヒンジ部の周りの
、例えば、一連の電気的接触、機械的なスイッチ等からの信号に基づいて判定され得る。
いくつかの実施形態において、規定点（例えば、コンピューティングデバイス３００のベ
ース部の遠位端部における位置および／または近位端部における位置、コンピューティン
グデバイス３００のベース部に対する、ディスプレイ部の特定の回転位置等）までの移動
、ある点（例えば、ガイド上の点等）を超えた移動、ならびに／あるいは類似のことは、
作動され得る機械的なスイッチ、電気的接触、および／または類似のものを使用すること
によって検知され得る。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、図３におけるコンピューティングデバイス３００に示さ
れている構成要素の１つ以上の部分は、ハードウェアベースのモジュール（例えば、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
メモリ等）、ファームウェアモジュール、および／またはソフトウェアベースのモジュー
ル（例えば、コンピュータコードのモジュール、コンピュータで実行され得る、コンピュ
ータによる読み取り可能な命令の組等）とすることができる、あるいは、これらを含むこ
とができる。例えば、いくつかの実施形態において、形状構成検知モジュール３１０の１
つ以上の部分は、少なくとも１つのプロセッサ（図示せず）による実行のために構成され
たソフトウェアモジュールとすることができる、またはこれを含むことができる。いくつ
かの実施形態において、構成要素の機能性は、図３に含まれているものとは異なるモジュ
ールおよび／または構成要素に含まれ得る。例えば、示されていないが、形状構成検知モ
ジュール３１０の機能性は、形状構成検知モジュール３１０とは異なるモジュールに含ま
れてもよく、または、いくつかの異なるモジュール（図示せず）に分割されてもよい。
【００８５】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス３００は、ネットワークに
含まれ得る。いくつかの実施形態において、ネットワークは、複数の（コンピューティン
グデバイス３００等のような）コンピューティングデバイスおよび／または複数のサーバ
デバイス（図示せず）を含むことができる。また、図３に示されていないが、コンピュー
ティングデバイス３００は、様々なタイプのネットワーク環境内で機能するように構成す
ることができる。例えば、ネットワークは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広
域エリアネットワーク（ＷＡＮ）、および／または類似のものとすることができる、ある
いは、これらを含むことができる。ネットワークは、ワイヤレスネットワークおよび／ま
たは、例えば、ゲートウェイデバイス、ブリッジ、スイッチおよび／または類似のものを
使用して実装されるワイヤレスネットワークとすることができる、あるいは、これらを含
むことができる。ネットワークは、１つ以上のセグメントを含むことができる、かつ／あ
るいはインターネットプロトコル（ＩＰ）および／または独自のプロトコル等のような様
々なプロトコルに基づく部分を有することができる。ネットワークは、インターネットの
少なくとも一部分を含むことができる。
【００８６】
　メモリ３４０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）コンポーネントまたはディスクド
ライブメモリ等のような、あらゆるタイプのメモリデバイスとすることができる。図３に
示されているように、メモリ３４０は、コンピューティングデバイス３００に含まれてい
るローカルメモリである。示されていないが、いくつかの実施形態では、メモリ３４０は
、コンピューティングデバイス３００内に、２つ以上のメモリコンポーネント（例えば、
２つ以上のＲＡＭコンポーネントまたはディスクドライブメモリ等）として実装すること
ができる。いくつかの実施形態において、メモリ３４０は、ネットワーク（図示せず）内
の、ローカルでないメモリ（例えば、コンピューティングデバイス３００内に物理的に含
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まれないメモリ等）とすることができる、または、これを含むことができる。例えば、メ
モリ３４０は、ネットワーク内で、複数のコンピューティングデバイス（図示せず）によ
って共有されるメモリとすることができる、または、これを含むことができる。いくつか
の実施形態において、メモリ３４０は、ネットワークのクライアント側のサーバデバイス
（図示せず）に関連付けられてもよく、ネットワークのクライアント側のいくつかのコン
ピューティングデバイスのために役割を果たすように構成され得る。
【００８７】
　図４は、コンピューティングデバイスの形状構成の変更に基づいて、コンピューティン
グデバイスの入力デバイスの起動状態を変更するための方法を例示する流れ図である。い
くつかの実施形態において、図４に示されている方法のうちの少なくともいくつかの部分
は、図３に示されているコンピューティングデバイスの構成要素によって実行され得る。
【００８８】
　図４に示されているように、コンピューティングデバイスの、第１の形状構成から第２
の形状構成への移動が判定され得る（ブロック４１０）。例えば、（図３Ａに示されてい
る形状構成検知モジュール３１０等のような）形状構成検知モジュールは、コンピューテ
ィングデバイスが、ラップトップ形状構成（例えば、図２Ｄに示されているラップトップ
形状構成等）から、タブレット形状構成（例えば、図２Ｂに示されているタブレット形状
構成等）に移動したことを判定するように構成することができる。ラップトップ形状構成
にあるとき、コンピューティングデバイスのディスプレイ部は、コンピューティングデバ
イスのベース部に沿って（または入力デバイスの表面に沿って）位置合わせされた面に対
して平行でない表示面を有し得る。いくつかの実施形態において、コンピューティングデ
バイスのベース部に対する、ディスプレイ部の平行でない回転位置は、表示面が、コンピ
ューティングデバイスのベース部に対して平行でなくなるまで回転したときに作動される
スイッチからの信号に基づいて検知することができる。また、コンピューティングデバイ
スのディスプレイ部は、コンピューティングデバイスがラップトップ形状構成にあるとき
、入力デバイス領域に対して遠位の底部を有し得る。いくつかの実施形態において、入力
デバイス領域に対して遠位の、コンピューティングデバイスのディスプレイ部の底部の並
進位置は、ディスプレイ部の底部がガイドに沿って、入力デバイス領域の遠位端部を超え
て移動したときに作動される、入力デバイス領域の遠位端部におけるスイッチからの信号
に基づいて検知することができる。
【００８９】
　入力デバイスの起動状態は、コンピューティングデバイスが、第１の形状構成から第２
の形状構成に移動したという判定に応答して変更され得る（ブロック４２０）。例えば、
入力デバイス領域に含まれている、キーボード等のような入力デバイスは、コンピューテ
ィングデバイスが、ラップトップ形状構成からタブレット形状構成に変わることに応答し
て、起動された状態から停止された状態に変更され得る。
【００９０】
　図４に示されている方法は、様々な形状構成間の変化に適用することができる。例えば
、キーボード等のような入力デバイスの起動状態は、コンピューティングデバイスが、タ
ブレット形状構成からラップトップ形状構成に変わることに応答して変更され得る。別の
例として、静電式タッチパッドデバイス等のような入力デバイスの起動状態は、コンピュ
ーティングデバイスが、タブレット形状構成（例えば、図２Ｂに示されているタブレット
形状構成等）から、部分的なタブレット形状構成（例えば、図２Ｆに示されている部分的
なタブレット形状構成等）に変わることに応答して変更され得る。
【００９１】
　図５は、コンピューティングデバイス５００の一対のガイド５４０を例示する図である
。コンピューティングデバイス５００は、ベース部５１０と、ベース部５１０に動作可能
に結合されたディスプレイ部５２０とを有する。図５に示されているように、ディスプレ
イ部５２０の底部５２６は、２つの接合具５３０を介してベース部５１０に結合される。
ディスプレイ部５２０はまた、ディスプレイ部５２０の底部５２６の反対側である、ディ
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スプレイ部５２０の端に、頂部５２８も有する。ベース部５１０は、前端部５１６に前方
部を有し、ベース部５１０のベース部５１０の後端部５１８に後方部を有する。この実施
形態において、遠位方向は、ベース部５１０の後端部５１８に向かっており、近位方向は
ベース部５１０の前端部５１６に向かっている。
【００９２】
　ディスプレイ部５２０は、図５に示されている形状構成にあるとき、接合具５３０のヒ
ンジ部５３２を介して、ディスプレイ部５２０の底部５２６の軸Ｈを中心に回転するよう
に構成される。この実施形態では、ディスプレイ部５２０は、図５に示されているように
、軸Ｈを中心に、時計回りの方向Ｈ１または反時計回りの方向Ｈ２に回転するように構成
される。このようにして、ディスプレイ部５２０は、軸Ｈを中心に、様々な回転位置の間
で回転するように構成することができる。
【００９３】
　ディスプレイ部５２０はまた、ベース部５１０に対して、遠位方向または近位方向（そ
れぞれは並進方向として見なされ得る）に、ガイド５４０に沿って並進するようも構成さ
れる。具体的には、ガイド５４０に沿ったディスプレイ部５２０の並進は、それぞれがガ
イド５４０のうちの１つに結合された、接合具５３０の摺動部５３４を介して行われる。
遠位方向に移動されるとき、ディスプレイ部５２０は、ベース部５１０に対して後退方向
に、ベース部５１０の後端部５１８に向かって移動される。近位方向に移動されるとき、
ディスプレイ部５２０は、ベース部５１０に対して前進方向に、ベース部５１０の前端部
５１６に向かって移動される。このようにして、ディスプレイ部５２０は、ベース部５１
０に沿って、様々な並進位置の間で移動するように構成することができる。図５に示され
ているように、遠位方向および近位方向は、軸Ｈに対して直交する（例えば、実質的に直
交する）。さらに、軸Ｈは、ガイド５４０のうちの１つ以上のガイドの長手方向の軸（ま
たは、ガイド５４０のうちの１つ以上に沿って位置合わせされた線）に対して直交し得る
。
【００９４】
　図５に示されているように、ガイド５４０は、コンピューティングデバイス５００のベ
ース部５１０の左側５５２（不可視である）および右側５５４に配置される。図５に示さ
れているガイド５４０は、それぞれがコンピューティングデバイス５００のベース部５１
０から外側の方を向いている。ガイド５４０は、接合具５３０の摺動部５３４が挿入され
て、摺動可能に移動することができ、それにより、ディスプレイ部５２０が、ベース部２
１０に対して、遠位方向および／または近位方向に並進することのできる、スロットとす
ることができる、あるいはこれを含むことができる。いくつかの実施形態において、ガイ
ド５４０のうちの１つ以上は、部材（例えば、棒等）を含むことができ、これに沿って、
摺動部５３４のうちの１つ以上は摺動可能に移動することができる。いくつかの実施形態
において、摺動部５３４のうちの１つ以上の摺動部の少なくとも一部分は、部材の周りに
（例えば、少なくとも部分的に周りに等）配設され得る。いくつかの実施形態において、
１つ以上の摺動部５３４および／またはガイド５４０のうちの１つ以上は、ベース部５１
０に対するディスプレイ部５２０の並進移動を促進することのできる、車輪もしくは玉軸
受等のような回転デバイスを含むことができる。
【００９５】
　図５に示されているように、ベース部５１０は、入力デバイス領域５１２を含む。入力
デバイス領域５１２は、例えば、キーボード、１つ以上のボタン、マウスカーソルを制御
するための静電式タッチパッド、その他等のような、様々なタイプの入力デバイスを含む
ことができる。
【００９６】
　ディスプレイ部５２０は、表示面５２４を有するタッチセンサ式ディスプレイ５２２を
含む。したがって、タッチセンサ式ディスプレイ５２２は、入力デバイスとして機能する
ことができる。例えば、タッチセンサ式ディスプレイ５２２は、ユーザが入力デバイスと
して使用することのできる、仮想キーボードを表示する（例えば、キーボードを再現する
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等）ように構成することができる。
【００９７】
　図６は、コンピューティングデバイス６００の、別の一対のガイド６４０を例示する図
である。コンピューティングデバイス６００は、ベース部６１０と、ベース部６１０に動
作可能に結合されたディスプレイ部６２０とを有する。図６に示されているように、ディ
スプレイ部６２０の底部６２６は、２つの接合具６３０を介してベース部６１０に結合さ
れる。ディスプレイ部６２０はまた、ディスプレイ部６２０の底部６２６の反対側である
、ディスプレイ部６２０の端に、頂部６２８も有する。ベース部６１０は、前端部６１６
に前方部を有し、ベース部６１０のベース部６１０の後端部６１８に後方部を有する。こ
の実施形態において、遠位方向は、ベース部６１０の後端部６１８に向かっており、近位
方向はベース部６１０の前端部６１６に向かっている。
【００９８】
　図６に示されているように、ガイド６４０は、コンピューティングデバイス６００のベ
ース部６１０の左ベース部材６５２および右ベース部材６５４に配置される。この実施形
態では、図６に示されているガイド６４０は、互いに向かい合っている。この実施形態に
おいて、接合具６３０はそれぞれが、例えば、ディスプレイ部６２０に結合され（例えば
、ディスプレイ部６２０の少なくとも一部分に挿入される等）、軸Ｎに沿って位置合わせ
されたピンとすることができる。いくつかの実施形態において、ディスプレイ部６２０内
に配設される接合具６３０の一部分は、接合具６３０のヒンジ部として見なされ得る。ガ
イド６４０は、ディスプレイ部６２０内に配設されていない接合具６３０の一部分（接合
具６３０の摺動部としても見なされ得る）が挿入され得る、スロットとすることができる
、またはこれを含むことができる。したがって、ディスプレイ部６２０は、ベース部２１
０に対して、遠位方向および／または近位方向に、摺動可能に並進するように構成するこ
とができる。さらに、ディスプレイ部６２０は、接合具６３０のヒンジ部を介して、ディ
スプレイ部６２０の底部６２６の軸Ｎを中心に回転するように構成することもできる。こ
の実施形態では、ディスプレイ部６２０は、図６に示されているように、軸Ｎを中心に、
時計回りの方向Ｎ１または反時計回りの方向Ｎ２に回転するように構成することができる
。このようにして、ディスプレイ部６２０は、軸Ｎを中心に、様々な回転位置の間で回転
するように構成することができる。
【００９９】
　上記に説明されたコンピューティングデバイスと同様に、ベース部６１０は、入力デバ
イス領域６１２を含むことができる。入力デバイス領域６１２は、例えば、キーボード、
ボタン、マウスカーソルを制御するための静電式タッチパッド、その他等のような、様々
なタイプの入力デバイスを含むことができる。また、ディスプレイ部６２０は、表示面６
２４を有するタッチセンサ式ディスプレイ６２２を含むことができる。したがって、タッ
チセンサ式ディスプレイ６２２は、入力デバイスとして機能することができる。例えば、
タッチセンサ式ディスプレイ６２２は、ユーザが入力デバイスとして使用することのでき
る、仮想キーボードを表示する（例えば、キーボードを再現する等）ように構成すること
ができる。
【０１００】
　図７は、ベース部７１０、ディスプレイ部７２０、および単一のガイド７４０を含むコ
ンピューティングデバイス７００の図である。ディスプレイ部７２０の底部７２６は、接
合具７３０を介してベース部７１０に結合される。ディスプレイ部７２０はまた、ディス
プレイ部７２０の底部７２６の反対側である、ディスプレイ部７２０の端に、頂部７２８
も有する。ベース部７１０は、前端部７１６に前方部を有し、ベース部７１０のベース部
７１０の後端部７１８に後方部を有する。
【０１０１】
　ディスプレイ部７２０は、ベース部７１０の後端部７１８に向かって、遠位方向Ｓ１に
、ガイド７４０に沿って摺動可能に移動するように構成され、かつベース部７１０の前端
部７１６に向かって、近位方向Ｓ２に、ガイド７４０に沿って摺動可能に移動するように
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構成される。図７に示されているように、ディスプレイ部７２０はまた、軸Ｓ３を中心に
回転するようにも構成され、かつ軸Ｓ４を中心に回転するようにも構成される。いくつか
の実施形態において、接合具７３０は、軸Ｓ３および軸Ｓ４を中心とした回転を可能にす
る、玉継ぎ手を含むことができる。
【０１０２】
　図７に示されていないが、いくつかの実施形態において、追加のガイドが、コンピュー
ティングデバイス７００のベース部７１０に含まれてもよい。そのような実施形態では、
追加のガイドは、ガイド７４０に対して平行（または実質的に平行）とすることができ、
それにより、この一対のガイドは、上記に示されたコンピューティングデバイスに関連し
て説明された一対のガイドに類似となる。そのような実施形態において、ディスプレイ部
７２０の底部７２６は、ディスプレイ部７２０の底部７２６上の追加の接合具（図示せず
）が、追加のガイドと係合するまで回転するように構成され得る。このようにして、ディ
スプレイ部７２０は、例えば、図２Ａから２Ｇに関連して説明された並進および回転と同
様に、（接合具７３０および追加の接合具を介して）ベース部７１０に対して、並進およ
び回転するように構成することができる。
【０１０３】
　図８は、コンピューティングデバイス８００のヒンジ部８３２および摺動部８３４を有
する接合具８３０の図である。図８に示されているように、接合具８３０のヒンジ部８３
２は、コンピューティングデバイス８００の、（破線で示されている）ディスプレイ部８
２０の内部に配設される。接合具１３０の摺動部８３４は、コンピューティングデバイス
８００の、（破線で示されている）ベース部８１０の内部に配設される。
【０１０４】
　図８に示されているように、ピン８３１（これは、ヒンジ部として見なされ得る）は、
ディスプレイ部８３０の内部に組み込まれ、ディスプレイ部８２０のピン８３１は、接合
具８３０のヒンジ部８３２における開口部８３５内で、時計回りの方向Ｑ１および反時計
回りの方向Ｑ２に回転するように構成される。また、この実施形態では、ベース部８１０
の内部に棒８４３が組み込まれ、接合具８３０は、接合具８３０の摺動部８３４における
開口部８３７を使用して、スロット８４１を通って並進方向Ｑ４および並進方向Ｑ３に、
棒８４３上を摺動可能に移動するように構成される。いくつかの実施形態において、スロ
ット８４１および棒８４３は、各々が、またはまとめて、ガイドとして見なされ得る。い
くつかの実施形態において、ディスプレイ部８２０とベース部８１０との間の信号の伝達
のための１つ以上の配線は、接合具８３０内に配設され得る、および／または接合具８３
０に結合され得る。
【０１０５】
　本明細書において説明される様々な技術の実装形態は、デジタル電子回路において、ま
たはコンピュータのハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアにおいて、あるいはこ
れらの組み合わせにおいて実施することができる。実装形態は、例えば、プログラマブル
プロセッサ、コンピュータ、または複数のコンピュータ等のデータ処理装置による処理の
ために、あるいはそれの動作を制御するために、コンピュータプログラムの製品、すなわ
ち、情報担体において、例えば、機械による読み取り可能な記憶デバイス（コンピュータ
による読み取り可能な媒体、一時的でないコンピュータによる読み取り可能な記憶媒体、
有形型のコンピュータによる読み取り可能な記憶媒体）において、または伝搬された信号
において明白に具現化されたコンピュータプログラムとして実施されてもよい。上記に説
明されたコンピュータプログラム（複数可）等のようなコンピュータプログラムは、コン
パイラ型言語またはインタープリタ型言語を含む、あらゆる形式のプログラミング言語で
書き込まれてよく、スタンドアロンプログラムとして、またはモジュール、コンポーネン
ト、サブルーチン、もしくはコンピューティング環境において使用するのに好適な他のユ
ニットとしての形式を含む、あらゆる形式で展開することができる。コンピュータプログ
ラムは、１つのコンピュータ上で、または、１つの現場において、もしくは複数の現場に
渡って分散されて、通信ネットワークによって接続される複数のコンピュータ上で処理さ



(30) JP 6025746 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

れるように展開することができる。
【０１０６】
　方法のステップは、入力されたデータによって動作し、出力を生成することによってコ
ンピュータプログラムを実行して、機能を実行する、１つ以上のプログラマブルプロセッ
サによって実行されてもよい。方法のステップはまた、例えば、ＦＰＧＡ（フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ）またはＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）等の、特殊用途の
論理回路によって実行されてもよく、あるいは特殊用途の論理回路として、装置が実装さ
れてもよい。
【０１０７】
　コンピュータプログラムの処理のために好適なプロセッサには、例として、汎用マイク
ロプロセッサおよび特定用途向けマイクロプロセッサの両方、ならびにあらゆる種類のデ
ジタルコンピュータのうちのいずれか１つまたは複数のプロセッサが含まれる。一般に、
プロセッサは、リードオンリメモリまたはランダムアクセスメモリ、あるいは両方から命
令およびデータを受信する。コンピュータの素子には、命令を実行するための少なくとも
１つのプロセッサ、ならびに命令およびデータを格納するための１つ以上のメモリが含ま
れ得る。一般に、コンピュータにはまた、そこからデータを受信する、またはそこにデー
タを転送する、あるいは両方のための、例えば、磁気ディスク、光磁気ディスク、もしく
は光ディスク等の、データを格納するための１つ以上の大容量記憶デバイスも含まれ得る
、またはこれらに動作可能に結合され得る。コンピュータプログラム命令およびデータを
具現化するために好適な情報担体には、例として、例えばＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、お
よびフラッシュメモリデバイス等の半導体メモリデバイス、例えば、内蔵ハードディスク
または取り外し可能なディスク等の磁気ディスク、光磁気ディスク、ならびにＣＤ－ＲＯ
ＭおよびＤＶＤ－ＲＯＭディスクを含む、すべての形式の不揮発性メモリが含まれる。プ
ロセッサおよびメモリは、特定用途向け回路によって補われてもよく、またはこれに組み
込まれてもよい。
【０１０８】
　ユーザとのやりとりを提供するために、実装形態は、ユーザに対して情報を表示するた
めの、例えば、陰極線管（ＣＲＴ）または液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）モニタ等の表示デ
バイス、ならびにユーザがコンピュータに入力データを提供することのできる、例えばマ
ウスまたはトラックボール等のキーボードおよびポインティングデバイスを含むコンピュ
ータ上に実装されてもよい。他の種類のデバイスもまた、ユーザとのやりとりを提供する
ために使用することができ、例えば、ユーザに提供されるフィードバックは、例えば、視
覚フィードバック、聴覚フィードバック、または触覚フィードバック等の、あらゆる形式
の感覚フィードバックとすることができ、ユーザからの入力は、音響入力、音声入力、ま
たは接触入力を含む、あらゆる形式で受信され得る。
【０１０９】
　実装形態は、例えばデータサーバ等のバックエンドコンポーネントを含むコンピューテ
ィングシステム、または、例えばアプリケーションサーバ等のミドルウェアコンポーネン
トを含むコンピューティングシステム、または、例えばユーザがそれを通じて実装形態と
やりとりすることのできるグラフィカルユーザインターフェースもしくはウェブブラウザ
を有するクライアントコンピュータ等のフロントエンドコンポーネントを含むコンピュー
ティングシステム、あるいはそのようなバックエンド、ミドルウェア、またはフロントエ
ンドコンポーネントのあらゆる組み合わせにおいて実装され得る。コンポーネントは、例
えば通信ネットワーク等の、デジタルデータ通信のあらゆる形式または媒体によって相互
接続され得る。通信ネットワークの例には、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）およ
び広域エリアネットワーク（ＷＡＮ）、例えばインターネットが含まれる。
【０１１０】
　説明された実装形態の特定の特徴が、本明細書において説明される際に例示されてきた
が、多くの修正、置換、変更、および等価物が、ここで当業者には思い浮かぶであろう。
したがって、添付の特許請求の範囲は、実施形態の範囲に含まれるものとして、すべての
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そのような修正および変更を含むことが意図されることを理解されたい。これらは、制限
されるものではなく、例としてのみ提示されたものであること、ならびに、形式および詳
細において様々な変更がなされ得ることを理解されるべきである。本明細書において説明
される装置および／または方法のうちのいずれの部分も、相互排他的な組み合わせを除く
、あらゆる組み合わせに組み合わされ得る。本明細書において説明される実施形態は、説
明された種々の実施形態の機能、構成要素および／または特徴の、様々な組み合わせおよ
び／または部分的な組み合わせ（ｓｕｂ－ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）を含むことができる
。
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